
別記第 1 号様式

会派名

区 分

1 調査研究費

, 

立研 {彦 費

3 広 報 費

4 広 聴 費

要請
5 陳情活動費

6 会 議 費

7 資料作成費

8 資料購入費

9 人 件 費

10 事務所費

通信運搬
11 自動車燃料費

支出年月日

支 出調
代表者

日本共産党郡山市議団 信動

重主
Eヨ

経理責任者

働
事 由 費 月刊峯 額

実通費 旅費

自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

¥ 振込料

会場費 変通費

自動車燃料費 資料作成費

市議会だより発行 広報誌〔紙) 19-, 145 報告書等印刷費

送料(折込料含む) 19, 250 掲ウ載ェ代プページ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

'自動車燃料費 資料作成費

振込料
h 

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有等料利デ用料ータベース 振込料

賃金 社会保険料等

振込料

備声購入費 事り務~機ス器代等

消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

電話料等(按分) 郵便料等

自(按動車分燃)料費 その他
、正

2021年12月 26 日 現支金出出番納号簿 22 JロZ、 雪ロキl 

' I 

起案者

高橋善寺霊
小計

、

, 

38, 995 

, 

38, 995 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 22 
I ~ 

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名
.、

1 誠一 1 2 研日ih品日一時去
広報誌(紙)

150 要事請務・陳情所活動費費 6王 1会 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等)
支出費目を記入

支出目的 一一一一一一一一-一一一……一一一一一一一…，一一.一一一一ー一一

(支出事由)
市議会だよりの印刷費

市議会だより 5000枚の印刷費用
--・叫・・一・・・・ー"“自鴫・・・・ー_.句--自制m・・E・叩伺悶綱-“......・-・御--_.. 一……山

内 ~ゴ~

一一…一一… -…一一一一一一…一一一一

支出年月日 支 出 先

2021年
ラ7又 l レ牢来志会会工12月 i守日

上記のとおり支出します。
. 

ー~~一一一一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名

.句ーーーー--・一._---・・~--一-"-一ー一一『一時一一一一戸一嶋田"一一一.~.. 

-一一一一一一一…一一一一一一

支出金額

/タ?f/.t- 円

高橋善鶏

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください包



領収書

@ 
日付: 2021年12月 19日

領収書番号: R-211219022043 

日本共産党郡山市議団御中

• ご注文書号
211219022043・01

• 

ラクスル株式

干141・0021 東京都品川区上大崎2-24-9 アイケイピル 1F

tel: 03 .. "4577-9200 mail: contact@raksul.com 

￥19，745・

但し t商品代として

上記金額を正に受領いたしました。

商晶名/商晶仕様

(日本共産党郡山市議会だより)

チラシ・フライヤー，B4，両面モ

ノクロ，光汎紙(コート)，標準:

90kg 

注文内容:

注文合計:

消費税:

ご請求合計金額:

お支払い方法:

部数

5，000部

商品:

出荷日

2021年

12月21日

金額

￥17，950 

￥17 ，950 

￥17，950 

￥1 ，795 

￥19，745 

コンビニ支払い



書求諸
問

日本共産党郡山市議団御中

⑬ 
日付: 2021年12月 19日

請求書番号: 6-211219022043 

ラクスル株式

干141-0021 東京都品川区上大崎2-24-9 アイケイピル lF

tel: 03-4577・9200 mail: contact@raksul.com 

この度は、ラクスルをご利用いただきまして誠にありがとうございました。

下記の通り、ご請求申し上げます。

ご注文書号

.211219022叩ー01

• 

商品名/商晶仕様

(日本共産党郡山市議会だより)

チラシ・フライヤー，64，両面モ

ノクロ，光沢紙(コート)，標準:

90kg 

注文内容:

注文合計:

消費税:

ご請求合計金額:

お支払い方法:

部数

5，000部

商品:

出荷日

2021年

12月21日

金額

￥17，950 

￥17，950 

￥17 ，950 

￥1 ，795 

￥19，745 

コンビニ支払い



• 

4 対象経費算出

支出額 19, 745 円 ﾗ 対象外按分率 0%0  同・・・温

(1 円以下切り上げ)

支出額 19, 745 円一温=対象経費 19, 745 円

V 
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徳定土地区画整理事業区域公園で遊びたいな

5ヶ所整備予定ち現在、ゼロ
徳定土地区画整理事業が始まって好余曲折を経ながら 25年が経過しまし

た。

土地区画整理事業は道路、公園、河川などを整備改善することが目的の 1 つ

ですロ

徳定地区には区画整理事業の進展に伴い住宅が急速に建設され、こどもを含

め住民が増えています。

道路や河川(徳定)11)の整備は目に見えるようになってきました。そろそろ

公園の整備に手を付けるべき時期に来ていることから、 1 2月定例会の市政

一般質問で整備促進を求めました。

質問:公園整備は後回しの感が否めない。早急な整備が求められる。整備方針を問う。

答弁:現在、都市計画道路安積永盛線の整備を最優先に進めている。良好な住環境を確保す

る上で、公園は重要と考えている。早期親に向け財源確保に務める。それまでの問、公園

用地の除草などを行い適切に管理する。 日

, . . 
・・

田村地区も郡山駅前まで延長を
乗合タクシーの改善を求めて 12 月定例会で行った質問の中で来年度運行開始予定

の中団地区乗合タクシーは郡山駅東口まで運行することで協議を bていることが明

らかになりました。利用者のことを第一に考えれば当然のことです。中田地区との隣

接地域、例えぽ中田町下枝と隣接する田村町川|曲、上・下道渡などは垣根なく中田地

区の乗合タクシ}を利用できるようにするなど弾力的な運行が求められるのではな

，いでしょうか。

/ 

乗合タクシーをもっと使いよく

インフルエンザワクチン接種は
お早め 高齢者等への助成期間

1 月 15 日まで延長

インフルエジザワクチンの供給が遅れ
がちになっていたことから、共産党市議団

は 11 月 1 2日市当局に 12月 11 日まで

とされていた高齢者等への助成期間を延

長するように要請レていまレた。

自己負担は12 .0 0目です。詳細は、か

かりつけ医か保健所に問い合わせくださ

い。

保健所の電話 024-924-21 63 

が'

!J~ 
県中都市計買事業書店定土地区画董理事公置箇所図
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日本共産党郡山市議団 20.21 年 12月 1 5 日発行

溌行責任者高橋善治
郡山市田村町守山字上何原4 ・ 1 9 電話

E曹司
E冨理
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・

自家消費用に採取した舞のキノコの闘能検量鳥取お知らせします。
2.0 1 2年〈平成24年〉から始まった自家消費用野菜等の放射能検査は 10年が経過レまレた。郡山市の検査所〈田村、大槻、安積、富久山の行政センターとニコニコ

こどち館〉に市民が持ち込んだ野菜等のうちキノコ類の検査結果をお知らせします無用な被ぱくを避ける参考にしてください。単位 ベクレル/Kg

検査期間 2021年 9 月 1 日 .......1 0 月 29 日 検査機器非破壊式レギューム 検査期間 2021年 9 月 1 日 ......1 0 月 21 日 検査機器非破壊式そのままはかる NDA

品目 採取地 検査日 セシ ワ ム 検出限界値

134+137 

アミタケ(茄) 大槻町 9 月 21 日 不検出 12.6 

アミタケ(茄) 本宮市 9 月 21 日 66.4 13.7 

アミタケ(茄) 本宮市 9 月 21 日 43.3 10.9 

コウタケ 喜多方市 9 月 29 日 635.7 17.3 

コウタケ 中田町中津川 9 月 21 日 220.0 17.0 

コウタケ
ー

猪首代町 9 月 21 日 89.1 15.2 

コワタケ 猪首代町 9 月 21 日 123.6 14.8 

コウタケ 猪苗代町 9 月 21 日 110.4 18.1 

コワタケ 猪苗代町 9 月 28 日 129.6 23.4 

コウタケ(茄) 大槻町 9 月 24 日 152.3 13.3 

サクラシメジ(茄) 片平町 9 月 27 日 1556.75 12.3 

サクラシメジ(茄) 三穂田町大谷~11 }r9 月 27 日 130.3 8.7 

シイタケ れ''-~， I 須賀川市 9 月 14 日 不検出 ,18.1 

ハタケシメジ 天栄村 9 月 24 日 不検出 11.9 

ハタケシメジ(茄) 大槻町 9 月 21 日 ー不検出 12.0 

クリタケ 中田町中津川 10 月 21 日 56.7 11.4 

クリタケ
j. 

福島県 10 月 22 日 30.1 ユ5.7

クリタタ(茄) 須賀川|市 10 月 19 日 不検出 16.2 

コウタケ 湖南町赤津 10 月 1 日 91.4 14.5 

コガネタケ 川俣町 10 月 21 日 40.7 16.5 

Lナラタケ(茄) 田村市 10 月 4 日 616.1 10.9 

マツタケ 田村市 10 月 4 日 508.6 10.4 

ムキタケ 逢瀬町多国野 10 月 27 日 20.6 13.8 

ムキタケ 福島県 10 月 22 日 30.1 16.6 

野菜等を刻表すに検査できます。電話予約をお願いレます。

田村行歌せシター 080 ・ 3327 ・ 6 588 安積行政センター 080 ・ 3145 ・ 6982

大槻行政センター 080 ・ 3144 ・ 9 3 33 富久山行政センター 080 ・ 3 325 ・ 0948

ニコニコこども館，'090-8612 ・ 8 29 3 

品目 採取地 検査日 ゼシウム セシウム 134 セシウム セシク]37

134 , 検出限界値 137 検出限界値

コウタケ 平田村 9 月 28 日 不検出. 10.6 187.4 9.1 

コワタケ 柳津町 9 月 30 日 ‘不検出 9.6 156.3 8.3 

コウタケ 柳津町 9 月 30 日 不検出 8.4 122.9 7.0 

コウタケ 郡山市 9 月 24 日 不検出 9.7 不検出 7.9 

コウタケ 回村市常葉町 9 月 24 日 113.1 10.8 2886.6 10.0 

コウタケ 磐梯町 9 月 27 日 不検出 13.5 210.6 9.0 

コウタケ{茄) 平田村 9 月 27 日 不検出 8.7 51.9 7.0 

シャカシメジ 秋元湖 9 月 8 日 不検出 9.9 25.1 7.9 

マツタケ 大玉村 9 月 29 日 不検出 6.9 130.6 5.1 

マツタケ 熱海町石鐙 9 月 29 日 不検出 7.6 不検出 6.3 

クリタケ 湖南町浜路 1 0 月 7 日 不検出 8.2 不検出 6.5 

シメジ 大玉村 1 0 月 4 日 不検出 11.5 不検出 9.3 

マイタケ 川俣町 1 0 月 3 日 不検出 8.2 47 6.6 

自家消費用野菜等の放射能検査 1 0年聞の推移
〈毎年 1 0用の持ち込み検査件数と基準値超えの件数〉

基準値(セシウム 基準値(セシウム

年月 検査件数 合計100ペクレル) 年月 検査件数 合計100ペクレJレ).

を超えた件数 を超えた件数

2012年~1 0月 3692 31'2 2017年10月 371 20 

2013年10月 2199 119 2018年10月 399 56 

2014年10月 830 23 2019年10月 149 20 

2015年10月 879 33 2020年10月 192 49 

2016年10月 647 76 2021 年10月 63 2 

放射性セシウムの基準値

'食品群 |一般食品
基準値 ¥ 1100 

牛乳

50 

飲料水

10 

品食
一

用
一

児
一
0

乳
一
5



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 ;と之

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

送料(折込料含む)
、

支出費屈を記入
-、

支出目的 一一一一一一一一一一"一一一一一一-_..-，.. ・-ー"--・-

(支出事由)
市議会だよりを 1 2 月 2 6 日朝刊に折り込む費用

市議会だより 5 0 0 0 枚の折込費用

内 廿~・

回目白山・F叩一--同伊一一畑一--白血-ら却時四時四叫ーー・…・・・一一"““一一一一一一回一』ー--一一--白一ー一昨日"ー一一-一一一一句町一甲山旬開自由山ー均一一・即時一一旬開一時四}均一一四倍伊m一四--ーム"目白{同叫-._-~...:

• 支出年月日 支 出 先 支出金額

2021年
株式会社 ケシオリ 1 9 250 円

12月 23 日 . 
上記のとおり支出します。

高橋善勧議員氏名

一

種 zu 金 額
現金，小切手

振 込

相殺・その他

手 ‘/ 

/ 

/ 
. 

形
/ 
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いつもお世話になっております。

• 折込確認書兼折込明細書 • 
F A-X I 0 24-9 3 2 -1 9 0 3 

司販売店|枚 数 地域指定

ー務部店毎民官報.ーJ___ ーーーーー _~_9_91__ーーーーーーーー _1_ーーーーーー-~ーとEρ毘者間二三
ー郡山読売駅裏目ーーー-J--ーーーーーー副長。ρーーーーーー司ーーーー -1-ーーー司ーーー!日京都~_!J_7.と旦討町三ーーーー
ー郡山朝旦東部.・四ー--Jーーーー・ーーー生9_01 ーー同 m ・伺ーー-ー -1-ーーー・田ー -~-Ql町議隈)JJ弘京、_.mJ杖町三
郡山毎民宏種苗ーーー-1_ーーー ____I9_91__ー"ーー1----個帽--阿武隈lUÆ裏ーよ旦出山陰心ーーーー
ー郡山読売宏積ー一一1一一一__~_9_Ql一一一 J 
-郡山吉山足場一一J______2~_J_9_9J____一一___J
__L郡山東一回最ユ1__・・ Ji .._~t9_QJ___ _ __ _ _ __ __ J 

ご発注頂いた内容(折込日・サイズ・枚数など)をご確認、いただき、
よろしければ「申込者確認欄」に署名又は押印の上、ご返送下さい。

ー__1県商一一ー萱I:l~ _ _ _ _ _ Ji .. _ ~t 9_ Q ~ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _ _1_ --------~ 

来新聞の銘柄指定および地区指定は完全には出来ませんので御了承下さい。
来折込日 3 日前までに修正・変更の連絡をいただけない場合は、よ記内容にて折込致します。

受付日 | 申込完了確認日時 |申込者確認(サイン・印) I 

J:r.J:-70?(04 04) 今|年月日
ぜ官株式会社ケシォυ
司・.... TEL 024 (944) 8400 
KenOri FAX 0 2 4 (9 4 4) 9 
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• 

広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

257 nfmX 363 mmX 2 面=

2 対象外面積

① o mmX o mm= 。

② mmX 四皿=

③ mmX m皿=

④ mmX m皿=

⑤ mmX m皿=

言十 。

3 按分割合

五-;- i X' 100 対象外按分率

4 対象経費算出

支出額 19, 250 円 ﾗ 対象外按分率

186, 582 mIff ~・・ i

mm 2 

mm 2 

mIfi 

E12 

mIfi 

mm2 ・・・ E

o % 

0 %0  円・・・出

( 1 円以下切り上げ)

支出額 19， 250 円一泊=対象経費 19， 250 円

J 

1 , 
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田
村
町
な
ど
で
は
通
勤
、
通
学
時
の
渋
滞
を
な
く
す
こ
と
が

住
み
続
け
ら
れ
る
地
域
づ
く
り
に
は
必
要
不
可
欠
と
の
思
い
か

ら
、
初
め
て
立
候
補
し
た
と
き
公
約
に
阿
武
隈
川
に
橋
.
を
増
や

し
朝
夕
の
交
通
渋
滞
を
緩
和
す
る
こ
と
を
掲
げ
ま
し
た
。

J 

都
市
計
画
道
路
、
笹
川
大
善
寺
線
が
開
通
し
国
道4
9

号
の

金
屋
周
辺
の
渋
滞
は
緩
和
さ
れ
て
き
ま
レ
た
が
、
逆
に
新
し
い

道
路
の
混
雑
が
激
し
く
な
り
交
差
点
で
の
渋
滞
が
発
生
し
て
い

ま
す
0
.
\

こ
の
交
差
点
の
改
良
促
進
を
求
め
る
立
場
か
ら
質
問
字
主
夫γ

し
た
の
で
、
概
要
を
お
知
ち
せ
し
ま
す
。

\
.
K

安
積
一
丁
目
安
差
点
地
権
者
に
協
力
を
仰
ぐ

(
旧
国
道4
号
、
現
県
道
郡
山
停
車
場
線
と
の
交
差
点
)

年
内
に
測
量
を
終
え
、
交
差
点
設
計
を
す
す
め
る
。
今
後
は

.
，h者
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
関
係
機
関
(
福
島
県
・
響

調
害
)
と
の
協
議
を
す
す
め
渋
滞
緩
和
に
取
り
組
む
方
針
で
す
口

大
累
積
束
交
差
点
に
左
折
レ
ー
ン
増
設

l
i
-
-
d
v

県
道
須
賀
川
・
二
本
松
線
と
ケ
!
ヨT
デ
i
y
l

そ
ば
の
交

差
点
(
大
黒
橋
東
交
差
点
)
に
左
折
レl
ン
(
安
積
町
か
ら
田

村
町
方
面
に
向
か
っ
て
)
を
増
設
し
ま
す
。
年
度
内
に
交
差
点

の
設
計
を
す
す
め
る
予
定
で
す
。

(公園で遊びたいな ー'諮理轄区域|
5ヶ所整備予定ち現在、ゼロ

徳定土地区画整理事業が始まって好余曲折を経ながら 25年が経過しまし

たロ
土地区画整理事業は道路、公園、河川などを整備改善することが目的の 1 つ

ですロ
徳定地区には区画整理事業の進展巳伴い住宅が急速に建設され、こどもを含

め住民が増えています。

道路や河川! (徳定JI[) の整備は自に見えるようになってきましたロそろそろ

公園の整備に手を付けるべき時期に来ていることから、 1 2月定例会の市政

一般質問で整備促進を求めました。

r . 

質問:公園整備は後回しの感が否めない。早急な整備が求められる。整備方針を問う。

答弁:現在、都市計画道路安積永盛線の整備を最優先に進めている。良好な住環境を確保す

る土木公園は重要と考えている。早期考現に向け財源確保に務める。それまでの問、公園

用地の除草などを行い適切に管理する。

、

. . , 
-・

4除". . 
-

、

田村地区も郡山駅前まで延長を
乗合タクジ}の改善を求めて 12 月定例会で行った質問の中で来年度運行開始予定

の中田地区乗合タダシーは郡山駅東口まで運行することで協議をbτいることが明

らかになりましたb 利用者のことを第ーに考えれば当然のことです。中田地区との隣

接地域、例えば中田町下校と隣接する田村町川!曲、上・下道渡などは垣根なく中田地

区の乗合タクシーを利用できるようにするな.ど弾力的な運行が求められるのではな

.いでしょ予か。

/ 

, 
乗合タクシーをもっと使いよく

インフルエンザワクチン接種は
お早め 高齢者等への助成期間

1 月.15 固まで延長

インフルヱジザワクチンの供給が遅れ
がちになっていたことから、共産党市議団

は 11 月 12日市当局に 12月 1 1 日まで

どされていた高齢者等への助成期間を延

長するように要請していまレた。

自己負担は 1 2 .0 0円です。詳細は、か

かりつけ医か保健所に問い合わせくださ

し '0
保健所の電話 024-924-21 63 

y/ 

Jty 
束中都市計質事業徳定土地区画賞理事公園箇所関

L--、

.
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日本共産党郡山市議団 20.2.1年 12 月 1 5 日発行
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自家消費用に採取した舎のキノ‘コの閥輸血果をお知らせします。
2012年〈平成24年〉から始まった自家消費用野菜等の放射能検査は 1 0年が総畠レまレた。郡山市の検査所〈田柑、大槻、安積、富久山の行政センターとニコニコ
こどち館〉に市民が持ち込んだ野菜等のうちキノコ類の検査結果をお知らせします。無用な被ぱくを避ける参者にレでください。単位 ベクレル/Kg

検査期間 2021年9 月 1 日""1 0 月 29 日 検査機器非破壊式レギューム 検査期間 2021年 9 月 1 日 .......1 0 月 21 日 検査機器非破壊式そのままはかる NDA

品目 採取地 検査日 セ シウ ム 検出限界値

134+13乍

アミタケ(茄) 大槻町 9 月 21 日 不検出 12.6 

アミタク(茄) 本宮市 9 月 21 日 66.4 13.7 

アミタケ(茄) 本宮市 9 月 21 日 43.3 10.9 

コウタケ 喜多方市 9 月 29 日 635.7 17.3 

コウタケ 中田町中津川 9 月 21 日 220.0 17.0 

コウタク
~ 

猪苗代町 9月 21 日 89.1 15.2 

コウタケ 猪苗代町 9 河 21 日 123.6 14.8 

コウタケ 猪苗代町 9 月 21 日. 110.4 18.1 

ロウタケ. 猪首代町 -9 月 28a. 129.6 23.4 

コウタケ舗) 大槻町 管 9 月 24日. 152.3 13.3 

サクラシメジ(菰) 片平町 9 月 27 日 ,1556.75 12.3 

サクラシメジ(茄) 三穂田町大谷φ9 月 27 日 130.3 8.7 

シイタク h 句'，' 須賀川市 9 月 14 日 不検出 ,18.1 

ハタケシメージ 天栄村 9 月 24 日 不検出 11.9 

ゎタケシメジ(薪) 大槻町 9 月 21 日 .不検出 12.0 

クリタク 中田町中津川 10 月 21 日 56.7 11.4 

クリタケ 1・ 福島県 10 月 22 日 30.1 ユ5，7

ク D タク~ (茄) 須賀川l市 10 月 19 日 不検出 16.2 

コワタケ 湖南町三辞津 10 月 1 日 91.4 14.5 

コガネタケ 川俣町 10 月 21 日 40.7 16.5 

Lナラタケ(茄) 田村市 1，0 月 4 日 616.1 10.9 

マツタケ 田村市 10 月 4 日 508.6 10.4 

ムキタケ 逢瀬町多国野 10 月 27 日 20.6 13.8 

ムキタケ 福島県 ヱO 月 22 日- 30.1 16;6 

野菜等を刻まずに検査できます。電話予約をお願いレます。

田村行歌セジター 080 ・ 3327 ・ 6588 安積行政センター 080 ・ 3145 ・ 6982

大槻行政センタ- 080 ・'3 144 ・ 9333' 富久山行政センタ-080 伺 3325 ・ 0948

ニコニコこども館.- 090 ・ 8 6 1 2-8 2 '9 3 

品目 採取地 検査日 セシウム セシウム 134 セシワ-ム セシクJ!37

134. 検出限界値 137 検出限界値

コウタケ 平田村 9 月 28 ，百 不検出. 10.6 187.4 9.1 

柳津町
-,. 

コワタケ 9 月 30 日 ー不検出 9.6 156.3 8.3 

コウタケ 柳津町 9，月 30 日 不検出 8.4 122.9 7.0 .. 

コウタケ 郡山市 9 月 24 日 不検出 9.7 不検出 7:9 

'/ :::rウタケ 田村市常葉町 9 月 24 日 113.1 10.8 2886.6 10.0 

コウタケ- 磐梯町. 9 月 27 日 不検出 13.5 210.6 9.0 

コウタケ{茄) 平田村 9 月 27. 日 不検出 8.7 51.9 7.0 

シャカシメジ 秋元湖， 9 月 8 日 不検出 9.9 25.1 7.9 

マツタケ 大玉村 9 月-29 日 不検出 6.9 130.6 5.1 

マツタケ 熱海町石銭 9 月 29 日 不検出 7.6 不検出 6.3 

クリタケ 湖南町浜路 1 0 月 7 日 不検出 8.2 不検出 6.5 

シメジ. 大玉村 10月 4 日 不検出 11.5 不検出 9.3 

マイタケ 川俣町 1 0 月 3 日 不検出 8.2 47 6.6 

自家消費用野菜等の放射能検査10年間の推移
〈毎年1 .0用の持ち込み検査件数と基準値超えの件数〉

基準値(セシウム 基準値(セシウム

年月 検査件数 合計100ペクレル) 年月 検査件数 合計100ペクL.-Jレ)，

を超えた件数 を超えた件数

2012年10月 3692 31 ・2 2017年10月 371 20 

2013年10月 2199 119 2018年10月 399・ 56 

2014年10月 830 23 2019年10月 149 20 

2015年10月 879 33 2020年10月 192 49 

2016年10月 647 76 2021 年10月 63 2 
一一

放射性セシウムの基準値

E 食品群 |一般食品
基準値 1100 

晶食
一

用
一

児
一
o

乳
一
5

牛乳

50 ・
出血
1 0 



別言芭第 1 号様式 支出調書
代表者 経理責任者 起案者

会派名
を動 G診 高橋奇襲

日本共産党郡山市議団
区 分 事 由 費 自 金 額 小計

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

v 
調査委託費 振込料

会場費 講師謝金

出席者負担金・会衆 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 市議会だより発行 広報誌(紙) 264, 000 報告書等印刷費 408, 375 
送料(折込料会t，r) 144, 375 ウェブページ掲載代

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

• 振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料

有等利料用デ料ータベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料 . 

備品購入費 事リ務}藤ス蕃代奪

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通動信車運燃搬料 』
電話料等(按分) 郵便料等

11自費 自(動按車分燃〕料費 その他

lへ

支出年月日 2021年12月 30 日 現支金出出番納号簿
~J 

i口b、 量二r 408;375 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号考全

J 

区 分 ※該当する区分にO印ー .費 日 名

調査究費 12 研修立量出品一
150 輔事務・鵬所活動費費 1i6I 会議 広報誌(紙)

1 通信運搬・自動車燃料費(郵便料等) 支出費目を記入

支出目的 ト一一一4一一一一一mー…一一一…一一…一………ーでー}叫…、四一“一ー一一一一一一一一一一一一一一一ー『ー

市議会だより発行
(支出事由) ドー一一一ー一一一 }一一一一一ー一一一…由一..，--・一一一一一『一一-一一一一一一一一~由一一四一一一一一一一一一回一町一一一一二一

12 月定例会 市議会だより発行印刷費
一一 一一 一一一一…

内 ~ゴでt
J 

トーー一一一-一一品ー」・・m一一町一一-ー』一一一-，.... 一一一一一一一一一一一一一• F 

支出年月日 支 出 先

2021年
有限会社郡山共同印刷

12月 24 日

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は市重ならないように貼付してください。

支出傘額P

264000 円

高橋善命

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理粟j に貼付してください。
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連J

2 

等塗

, 

室
田

収領

別記第11号様式
. 

.‘ 

No. 

領収i奪三お本共産芳f~'$ 議・自 様盟
γ 金額，: ,. , I , , I , ', 1 

||よl 刻。 Ip13 I? 15 J 
但 l 之内主義金 t;' ð-リ勾別代之~~6ω円ノ新曲析:込的• Jy.v, '3 ?S円

三0 :2. 1 年 12 月 之4日 上記正に領収いたしました

内 訳 f抑制悦福島県郡山市中間54 1 

fJ / 雑郡山共同日正謡tj;賜駒;
手 形 / j i 取締縦長圃圃圃圃圃圃圃置犠麟溜~;i
税率 |議.総 電話(

%|糊税額等

税率 |議・税制

-
S
 

、 :r'~ 巧r:-r.

百
ポ

日‘日.町r、‘吋、六、円
，、♂l喝、 九 砕一 , 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

• 
室
田

求ヨ主
百円

¥ 

No. 12 月之盗日

様日事長産党 J郡山キ主義‘国
下記のとおり御請求申し上げます

2(;2/ 年

。

1ぬ翠肝'1
• 

..\,. ♀全与

4 

5 

6 

ム、
口

7 

。

コクヨ ウ・333

※複数の領収書等を貼る場合ほ、・重ならないように貼付してくだ、さい γf 、



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 皿X 2 面 207， 044 mnl ・ 1 

2 対象外面積

① o m皿× o mm= 。

② mmX mm コ=

③ mmX mm二三

④ mmX mm= 

⑤ mmX mm二

言十 。

3 按分割合

立 ﾗ 100 対象外按分率

4 対象経費算出

支出額 264, 000 円 ﾗ 対象外按分率

mnl 

mnl 

皿i

mnl 

m面

m品. . . 11 

。 % 

o % = 0 p:j.. 'iii 
(1円以下切り上げ)

支出額 264, 000 円 m 二対象経費 264, 000 円



館
周
議
会

報
告第六波対策と市食生活-応.援の施策をコロナ禍で広がる貧困と虚差。

山
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
六
波
へ
の
備
え
を
図
り
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
に
な
っ
た
貧
困
と
格
差
の
拡
大
の
中
で
苦
し
む
山

日
市
民
の
生
活
支
援
策
を
市
政
の
柱
に
据
え
る
こ
と
を
求
め
共
産
党
市
議
団
は
市
政
一
般
質
問
と
市
長
提
案
議
案
の
審
議
に
日

山
臨
み
ま
し
た
。
市
議
会
最
終
日
に
行
わ
れ
た
議
案
の
採
決
に
あ
た
っ
七
岡
田
哲
夫
市
議
が
簡
易
水
道
料
金
値
あ
げ
、
開
成
山

口
山
公
園
や
障
が
い
者
施
設
へ
の
民
間
資
金
導
入
、
学
校
、
保
育
所
調
理
の
民
間
委
託
な
ど
市
長
提
案
議
案
お
件
中

4
件
に
M

M
反
対
の
-
F一
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
.
・
・
日市

も
米
価
下
落
に
緊
急
支
援
を
実
施
せ
よ
.

岡
田
市
議
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
米
価
下
落
で
米
農
家
の
生
産
意

欲
が
大
き
く
そ
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
経
済
を
支
え
て
い

く
・
上
か
ら
も
緊
急
に
支
援
を
行
う
べ
き
と
他
市
の
支
援
策
も
紹

介
し
な
が
ら
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

ユ 7/
宮
、
有
守
勢
ぬ
れ

V

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
六
波
へ
の

備
え
を

ゐ

--a 

、

い置全・す答質き市なす答検質定てが増答は質摘をを
くな員る弁問る内 p.る・弁査問しも必加・弁 間しも見問
。ど、まよ 1 C 検:の: 、一莞で 、たる回

目 7 2 査 ZA; ゑ薬害菜室窓雲計震雪 妥当らま市
県ム開株クな医査取波がを策自画抵の の局すで議

、のロつ療の、の必訟を宅通大本 感のこ‘長は
方析腸 p ';..1た機実保経要大準療りし格 染対と期-、
針し性 C 株。関施険験でさ備養・匹た化 拡策か間ひ
に手患 R 対 でを診をはせし者療場と 大・をらをと
沿塑者・壁策 P 要療踏ななてが体合年 に質感要た
つ探がをは C 請にまいいい出制 jこ末 つし染しび

五 T2 霊 長主 22 か忘モ 5 星空 Zt まを、感
応入場が 蓋き積 JÆ... p :!::備たの のし広市染
し院合確・ 京・.た，揮 ..tεc もで対人 見 t;. げ民が
て措、立 で。:雨.対山 R 想、き策・流 解 w な生広

I い活が
入院施設等を県の計画通り確保しても自宅療養|対全れ
柳生じることを想定した対策を準備 |察官弓
・健康観察を市内 83箇所の医療機闘が協力 |重多ー
・常備薬の宅配を 53薬局が実施する態勢確立 |要大応

|だはの
・訪問診療、訪問看護を担当する医療機関等を数カ所募集する。! と困収
\夜間入院の受けÀれ医療機関への支援(補助金)' .指難束

一
人
勺
市
民
生
活
応
援
の
施
策
を

F
l
h

い
い
い
い
十
十
十
l
i
l
l
I
l
l
i
-
-ー
ー
ー
ド

一
番
の
悩
み
、
収
入
が
少
な
い
こ
と
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
拡
充
を

高
橋
市
議
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

質
問
。
ひ
と
り
親
家
庭
で
は
年
収
2
0
0

万
円
以
下
防
鶴
治
に

も
達
し
、
最
大
の
悩
み
は
牧

λ
が
少
な
い
亡
と
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
郡
山
市
が
す
ぐ
や
る
べ
き
事
と
・
し
て3
点
提
起
L

ま

し
た
。

、
.

為
者
n
e

“h

d
 

ひ
と
り
親
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
な
く
す
こ
と
犬
神

質
問
:
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
重
い
。
他
自
治
体
も
実
施
し
て
い
る
，
現

物
給
付
(
窓
口
負
担
な
い
し
)
を
実
施
せ
よ
。

答
弁
:
中
核
市
昭
市
の
う
ち
似
市
で
現
物
給
付
を
実
施
す
る
な
ど
有
効

な
支
援
策
と
考
え
る
。
課
題
等
を
整
理
し
導
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

養
育
費
に
つ
い
て
実
行
性
の
あ
る
支
援
策
を

質
問
:
離
婚
時
に
こ
れ
以
上
相
手
と
関
わ
り
た
く
な
い
な
ど
の
理
曲
か

ら
養
育
費
の
取
り
決
め
を
し
て
い
な
い
事
が
多
い
。
弁
護
士
費
用
や
養

育
費
の
未
払
い
保
証
会
社
の
費
用
な
ど
助
成
す
べ
き
。

答
弁
:
中
核
市
2
2

市
で
実
行
し
て
い
る
。
こ
ど
も
の
不
利
益
を
軽
減

'
す
る
た
め
、
来
年
度
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

就
学
援
助
制
度
の
改
善

質
問
:
修
学
旅
行
費
用
は
多
額
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
を
保
護
者
が

支
払
っ
た
後
に
支
給
す
る
の
で
は
な
く
事
前
に
支
払
う
制
度
に
す
べ
き

で
は
。

・
答
弁
:
修
学
旅
行
実
施
後
で
な
い
と
費
用
が
確
定
じ
怠
け

1
\事
前
払
い

で
は
精
算
事
務
部
増
え
る
。
費
用
が
事
前
に
準
備
で
き
な
い
場
合
ほ
社
一

J
パ
ヤ
.

会
一
南
祉
協
議
会
の
貸
付
を
案
内
し
て
い
る
。

質
問
:
秋
の
米
価
下
落
に
よ
る
牧
入

減
少
に
つ
い
て
、
緊
急
に
市
と
し
て

支
援
す
べ
き
で
は
。

答
#
・
一
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
等
の
影

・
響
で
米
価
が
大
き
く
下
落
し
て
お
り

農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

種
子
購
入
費
助
成
は
今
後
J
A
な
と

と
協
議
.
し
、
検
討
し
て
い
く
。
収
入

保
険
制
度
へ
の
加
入
や
稲
作
か
ら
野

菜
、
果
樹
な
ど
高
収
益
作
物
へ
の
転
.

換
を
推
進
す
る
。

*
県
内
一
の
米
作
を
誇
る
郡
山
市
で
す

が
、
市
長
は
米
価
暴
落
へ
の
緊
急
対
策

に
は
全
く
消
極
的
。
残
念
で
す
。

生
活
で
き
る
賃
金
ヘ

\3a-J..恥札・/

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

質
問
:
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
に
は
全
国
ど
こ
ぜ
も
月
お
万
円

程
度
必
要
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
。
\
福
島
県
の
最
低
賃
金
は
時
給
8
2

8
.円
と
全
国
最
低
ク
ラ
ス
。
月
刊
万
円
に
も
な
ら
な
い
。
東
京
な
ど
と

は
大
き
な
差
が
あ
る
。
地
域
格
差
解
消
と
賃
金
全
体
の
水
準
引
き
上
げ

に
は
全
国
一
律
の
最
賃
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
法
律
で
は
地
域
の
生
計
費
、
労
賃
、
支
払
い
能
力
を
考
慮
す
る

と
あ
る

J

こ
れ
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。
岡
田
議
員
の
質
問
の
趣
旨

は
国
へ
伝
え
る
。

昨年 1 年聞の総収入は

100 万円未満

189 人 12.3%

l
v

治
郎

3
i
抑
善
明

6
島
E
冒
F
E司
構
刊

j
a
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人
権
尊
重
の
立
場
で

生
活
保
護
行
政
の
改
善
を

質
問
:
生
活
保
護
制
度
の
利
用
は
国
民
の
権
利
で
す

が
、
ま
だ
十
分
に
は
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
。
生
活
保

護
制
度
の
相
談
や
申
請
窓
口
の
最
前
線
に
あ
る
市
担
当

職
員
は
、
親
切
、
T
寧
な
対
応
を
心
掛
け
る
べ
き
だ
。

答
弁
:
生
活
保
護
制
度
の
利
用
は
国
民
の
権
利
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、
・
個
々
人
の
抱
え
る
複
雑
な
事
情
に

配
慮
し
た
、
丁
寧
な
対
応
を
今
後
も
進
め
て
い
く
0

・

*
岡
田
市
議
は
、
「
市
民
か
ら
の
訴
え
で
は
、
そ
う
な

っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
」
と
再
質
問
で
あ
ら
た
め
て
改

善
を
求
め
ま
し
た
。

(2) 

生
活
保
護
費
の

引
き
上
げ
を
求
め
よ

-
質
問
:
家
賃
上
限

3

万

.
円
、
生
活
費
6

万
7

千
円

で
は
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
は
で
き
な

い
。
引
き
上
げ
を
国
に
求

め
よ
。

f

答
弁
:
国
が
客
観
的
な
調

.
/
ぷ
基
づ
き
専
門
家
の
意

.
む
と
に
決
め
て
い

生活保註利用者の堆移

年度 利用者人数

20 1" 9 年度 3290人

2020年度 '3278 人

202，1 年まで度) 3335人(11 月

母 5
ひ まと わり り親 荘
重』
λ の仲居

蒙管
ピ iS
A ら
援舎
は忌
急『ー

務

ひ
と
り
親
世
帯
意
向
調
査
で
家
賃
が
家
計
に
大
き

な
負
担
に
ほ
・
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
­

b
長
崎
議
事

悩
み
の
い
ち
ば
ん
が
家
計
、
不
足
し
て
い
る
支
援

策
の
1

番
が
子
供
の
就
学
に
か
か
る
費
用
の
軽
減

(
n
.
2
M
m
)
2番
目
が
住
宅
探
し
ゃ
往
宅
費
の
軽

減

(
m
.
8
%
Vで
す
。

家
賃
補
助
を
求
め
る
声
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
生
活
保
護
制
度
以
外
に
は
支
援
策
が
な

い
の
が
現
状
で
す
。

質
問
:
意
向
調
査
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
対
応
す
る

の
か
。

斤
:
ひ
と
り
親
家
庭
に
と
っ
て
住
居
費
が
大
き
な

.

.

 
L
に
な
っ
て
い
る
二
と
か
白
、
ニ
i

ズ
に
的
確
に

ポ
え
ら
れ
る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

質
問
:
ひ
ま
わ
り
荘
を
停
止
し
た
が
、
必
要
と
の
答

え
が
1
0
0

人
を
超
え
て
い
る
0
.ニ
ー
ズ
は
多
い
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。
・

答
弁
:
ニ
!
ズ
は
少
な
い
も
の
と
考
え
る

巾識宮7三五り2021年 1 月

-r 

母
子
生
活
支
援
施
設

2
0
7

人

7
.
0
%

地
域
温
暖
化
対
策
に
貢
献
で
き
る

地
域
電
力
会
祉
を
郡
山
市
に
も

日
本
は
気
候
変
動
対
策
の
遅
れ
か
ら
不
名
誉
な
「
化

石
賞
」
を
贈
ら
れ
ま
し
た
Y
石
炭
火
力
発
電
と
原
発
へ

の
固
執
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
未
完
成
の
技
術
に

二
酸
化
炭
素
削
減
を
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
点
で

す
。
こ
れ
ら
は
巨
大
な
電
力
会
社
中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
政
策
が
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
域
電
力
の
・

発
想
に
立
ち
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ド
の
活
用
、
電
力
の
地
産

地
消
の
発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

質
問
:
郡
山
市
で
も
構
想
さ
れ
て
い
る
地
域
電
力
会

社
、
民
間
企
業
だ
け
で
は
な
く
市
民
や
郡
山
市
が
出
資

す
る
・
「
市
民
電
力
」
の
性
格
を
持
つ
べ
き
で
は
。

答
弁
:
C
O
P
2
6
(
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

初
回
締
結
国
会
合
)
で
は
さ
ら
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
石
炭
火
力
発
電
の
逓
減
が
合
意
さ
れ

た
。
政
府
は
今
後
5

年
間
の
集
中
期
間
に
地
元
企
業
、
.

金
融
機
関
、
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
た
脱
炭
素
化
事
業

を
進
め
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
を
選
定
し
国
が
支
援

す
る
方
針
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
わ
が
市
も
「
地
域

新
電
力
会
社
」
設
立
に
向
け
た
論
議
広
参
加
じ
て
い

る
。
市
の
出
資
を
含
め
た
地
域
新
・
電
力
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
・
今
後
の
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

忠告 |東北ヱリア
1.気仙沼市・相馬市
1..訟島市 .~m.豊町など

|関東ヱW
・深寄市・殺父市
・鏡子市・中之条町など

.o<f' 

!柑エリア
・渓訟市..回市

・総康市なE

告弘

|関町
..佐野市・湖南市
..岡市 :・三錦町など

|北海道エリア
'..J:士銀町など

!北陸叫\
・li尻市・伊郡横.
・畑賀市・衛調布 ~e

!中国四国エリア d 

・商賀町・掴山市
・米子市..出歯町など , 

s !丸山エリア
・みや富市 吋同州市
4、事官串木野市・量得大野市なE
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山

豊
岡
晶
羽
山

…
放
l
v

…

一
子
ど
も
医
療
費
助
成

…
2
1
0
0
0

円
以
上
も
窓
口
負
担

…
な
し
に

来
年
7

月
診
療
分
か
ら
こ
れ
ま
で
慣
遺
払
い
と
な
っ

H

て
い
た
市
外
医
療
機
関
で
の
医
療
費
も
2
1
0
0
0

円

日
以
上
の
医
療
費
も
自
己
負
担
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

・
重
度
障
が
い
者
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
医
療
費
助
成
制

日
度
も
同
様
わ
改
善
が
・
求
め
ら
れ
ま
オ
。

-
」
，h
E
J
戸J
・
・
・
・
s
・
a
・
-

来春からの入所定員を増やし、低学年の

待機児童の解消をめざします。

小学校名 骨，・‘ 増定員数

柴宮
手

40人

明健 40 人.
"". 

行健第二 3 0 人

大成 40人

富田東 .30人

市
役
所
の
仕
事
に
民
間
活
力
導
入
の

美
名
の
も
と
に

共
産
党
市
議
団
は
開
成
山
公
園
の
パ
l

ク
P
F
I

事

業
、
障
が
い
者
施
設
更
生
園
の
建
替
整
備
に
か
か
.
わ
る

P
F
I

導
入
可
能
性
調
査
、
公
立
保
育
所
の
給
食
民
間

委
託
等
に
反
対
を
し
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
は
民
間
活
力
を
生
か
す
こ
と
す
べ
て

に
反
対
の
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
具
体
的
な
検

討
を
通
じ
て
賛
否
を
決
め
て
い
ま
す
J

開
成
山
パ
ー
ク
P
F
l

事
業

ぺ
開
成
山
公
園
の
各
種
施
設
の
再
整
備
費
用
の
1

割

(
約7
千
万
円
)
を
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
開
成
山

公
園
内
で
飲
食
店
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
を
建
設

し
運
営
を
行
う
権
利
と
開
成
山
公
園
の
管
理
・
運
営
を

郡
山
市
か
ら
請
け
負
う
こ
と
を
一
体
に
行
う
事
業
.
で

す
。計

画
で
は
四
年
間
、
開
成
山
公
園
の
管
理
運
営
を
総

額
H
億
円
で
請
け
負
い
ま
す
。
異
例
の
長
期
契
約
で
仕

事
を
独
占
す
る
こ
と
に
疑
義
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。更

正
国
の
P
F
l

導
入
可
能
性
調
査

出荷IU亀"タ認前倒r:-ト祉国ベ
【令制元年期時刻

全
国
に
も
例
の
な
い
障
が
い
者
施
設
~
の
建
設
と
運
営

に
民
間
営
利
会
社
の
参
入
を
求
め
る
取
り
組
み
で
す
。

社
会
福
祉
事
業
に
民
間
活
力
の
名
の
も
ど
に
営
利
企
業

の
参
入
を
求
め
て
良
い
も
の
で
レ
ょ
う
か
。

公
立
保
育
所
の
給
食
民
問
委
託

郡
山
市
で
は
学
校
や
保
育
所
の
調
理
員
の
募
集
を

長
期
に
わ
た
り
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
退
職
者
分
だ
け

現
場
で
は
入
手
.
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
今
度
は
こ

れ
を
逆
手
に
と
っ
て
入
手
が
な
い
ご
と
を
理
由
に
民

間
事
業
者
に
委
託
、
す
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

民
間
保
育
所
・
の
多
く
は
子
供
た
ち
の

i

た
め
に
は
自
前
の
職
員
が
調
理
す
ベ
h
現
金
人
日
届

き
と
の
考
え
で
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
明
日
陰
醤

公
立
保
育
所
の
運
営
を
人
件
費
を
安

i
j
i
L靖
掴
圏

く
抑
え
る
こ
と
を
最
優
先
に
L

て
よ
町
二
直
聞
週
園

い
も
の
で
し
ょ
ラ
か
。
・

1
J
R

佃
圏

こども給付金 2 転 3 転10万円一括給付
こども給付金は、政府方針が二転三転。市当局も対応に右往左往させら

れましたが 10 万円一括給付をするため市議会最終日(17 日)に追加の補

正予算を提案、全会一致可決されました。 23 日から順次送金されますJ

貧困と格差が自民党政治のもとで広がり、炊き出しゃ食糧無料配布に大

勢の人が集まるなど生活恒困窮とする人も増えています。生活困窮者への支
援給付金 lfr万円も政府予算.を垢と民自治体が給付ずる仕組みとなってり

るだけに芹越しに間にあう制度設計を国が行うぺきですJ 現計画では郡山

市は2月下旬からの支給予定です。

......回・... ........・ E ・..・ a ・・・..・・・・・....... ..・.. .・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ a ・・・ a ・........ . 

|生活困窮者にも年内支援を 1 

1・'



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 d3 
区 分 .※該当する区分にO印 費 目 名

三 調査研究費一一ji261 1研会 通修議信運費費搬・自@Z動竺車E線哩料J費報傭1費便料J等i2)4 E資料里開豆一5 要請・陳情活動費 送料(折込料含む)
-…一……

10 事務所費 支出費目を記入

支出貝的 一一一一一一.......-....-・.__.--_.-・-一一…一一一一一-一一一一一一一一一一一

(支出事由)
市議会だよりを 1 2 月 3 0 日朝刊に折り込む費用

t 

市議会だより 37 ， 500枚の折込費用
ト一一一一一一一一一一一←一一四-...・ャ』一一一一一…一ー一一一一一}一一一

内 容
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一…一一• ,. -

支出年月日 支 出 先

2021年
有限会社郡山共同印刷

、 12月 24 日

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

144 ， 375 円

高橋善命

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。

I 
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別記第11号様式
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一
/

一一一号
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‘ ・ ー一-'~"~'ι..... ，...~.

書求-呈主
日目 No. 12 月之盗日

様回参扶産党 J郡山"*鏡、国
下記のとおり御請求申し上げます

2t> 21 年

。
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※複数の慨害等号貼る場合戸、手重ならないように目印してくだ‘さvp-



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 mmX 382 mmX 2 面= 207, 044 mJd. ·・ i

2 対象外面積

① o mmX 。 mm= 。 mrfi 

② mmX mm= 11113 

③ mmX mm= nnfi 

④ mmX mm= mm 2 

⑤ m皿× mm= mJd 

計 。 mm2 ・・・ 1

• 3 按分割合

註 -7- • i X 100 = 対象外按分率 o % 

4 対象経費算出

支出額 144, 375 円 ﾗ 対象外按分率 o :.% 0 円・・. lJl 

( 1 円以下切り上げ)

支出額 144， 375 円一温=対象経費 144， 375 円

• 
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第六被対策と市 活応援の施策をコロナ禍で広がる貧国と格差。

ュ 71
持制

山
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
六
波
へ
の
備
え
を
図
り
つ
つ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
顕
に
な
っ
た
貧
困
と
格
差
の
拡
大
の
中
で
苦
し
む
山

日
市
民
の
生
活
支
援
策
を
市
政
の
柱
に
据
え
る
こ
と
を
求
め
共
産
党
市
議
団
は
市
政
一
般
質
問
と
市
長
提
案
議
案
の
審
議
に

M

m
臨
み
ま
し
た
。
市
議
会
最
終
日
に
行
わ
れ
た
議
案
の
採
決
に
あ
た
っ
て
岡
田
哲
夫
市
議
が
簡
易
益
埠
料
金
値
あ
げ
、
開
成
山

日
山
公
園
や
障
が
い
者
施
設
へ
の
民
間
資
金
導
入
、
学
校
、
保
育
所
調
理
の
民
間
委
託
な
ど
市
長
提
案
議
案
お
件
中

4
件
に
M

M

反
対
の
立
場
か
ら
討
論
を
行
い
ま
し
た
。
日

市
も
米
価
下
落
に
緊
急
支
援
を
実
施
せ
よ

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
第
六
波
へ
の

備
え
を

岡
田
市
議
は
、
ひ
と
た
び
感
染
が
広
が
れ
ば
、
一
応
の
収
束

を
見
る
ま
で
長
期
間
を
要
し
、
市
民
生
活
全
般
に
多
大
は
困
難

を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
感
染
を
広
げ
な
い
対
策
が
重
要
だ
と
指

摘
し
、
当
局
の
対
策
を
質
し
ま
し
た
。

質
問
:
今
後
の
感
染
拡
大
に
つ
い
て
の
見
解

+
酔答

弁
:
寒
さ
の
本
格
化
と
年
末
年
始
の
人
流

増
加
で
感
染
拡
大
し
た
場
合
に
備
え
た
対
策

が
必
要
。
計
画
通
り
医
療
体
制
が
整
備
で
き

て
も
一
定
の
自
宅
療
養
者
が
出
る
こ
と
も
想

定
し
、
対
応
策
を
準
備
し
て
い
る
。

質
問
:
感
染
を
拡
大
さ
せ
な
い
た
め

P
C
R

検
査
の
拡
充
が
必
要
で
は
な
い
か

答
弁
:
第
5

波
の
経
験
を
踏
ま
え
小
児
に
対

す
る
検
体
採
取
、
保
険
診
療
に
よ
る
積
極
的

な
P
C
R

検
査
の
実
施
を
要
請
し
て
き
た
。

市
内
1
1
2

医
療
機
関
で
P
C
R

検
査
が
で

き
る
よ
う
に
な
づ
た
。

質
問
:
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
対
策
は

答
弁
:
変
異
株
の
P
C
R

検
査
手
法
が
確
立

す
る
ま
で
の
問
、
陽
性
患
者
が
出
た
場
合
、

全
員
、
ゲ
ノ
ム
解
析
し
早
期
探
知
と
入
院
措

置
な
ど
国
・
県
の
方
針
に
沿
っ
て
対
応
し
て

い
く
。

入院施設等を県の計画通り確保しても自宅療養
者が生じることを想定した対策を準備

・健康観察を市内 83箇所の医療機関が協力
-常備薬の宅配を5" 3 薬局が実施する態勢確立
・訪問診療、訪問看護を担当する医療機関等を数カ所募集する0
・夜間入院の受け入れ医療機関への支援(補助金)

一
切
二
諭
民
盆
活
応
援
の
施
策
を

l
j

一
番
の
悩
み
‘
収
入
が
少
な
い
こ
と
。

ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
支
援
拡
充
を

高
橋
市
議
は
、
ひ
と
り
親
世
帯
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
も
と
に

質
問
。
ひ
と
り
親
家
庭
で
は
年
収
2
0
0

万
円
以
下
は
伺
%
に

も
達
し
、
最
大
の
悩
み
は
牧

λ
が
少
な
い
二
と
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
郡
山
市
が
す
ぐ
や
る
べ
き
事
と
じ
て
3

点
提
起
L

ま

し
た
。

ひ
と
り
親
医
療
費
の
窓
口
負
担
を
な
く
す
こ
と
久
喰

質
問
:
医
療
費
の
窓
口
負
担
が
重
い
。
他
自
治
体
も
実
施
し
て
い
る
.
現

物
給
付
(
窓
口
負
担
な
い
し
)
を
実
施
せ
よ
。

答
弁
:
中
核
市
回
市
の
う
ち
似
市
で
現
物
給
付
を
実
施
す
る
な
ど
有
効

な
支
援
策
と
考
え
る
。
課
題
等
を
整
理
し
導
入
の
可
能
性
を
検
討
す
る
。

養
育
費
に
つ
い
て
実
行
性
の
あ
る
支
援
策
を

質
問
:
離
婚
時
に
こ
れ
以
上
相
手
と
関
わ
り
た
く
な
い
な
ど
の
理
由
か

ら
養
育
費
の
取
り
決
め
を
し
て
い
な
い
事
が
多
い
。
弁
護
士
費
用
や
養

育
費
の
未
払
い
保
証
会
社
の
費
用
な
ど
助
成
す
べ
き
。

答
弁
:
中
核
市
2
2

市
で
実
行
し
て
い
る
。
こ
ど
も
の
不
利
益
を
軽
減

す
る
た
め
、
来
年
度
予
算
編
成
の
中
で
検
討
し
て
い
る
。

包

ー
、
相
川
句LN

, 

・

J
a

岡
田
市
議
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
米
価
下
落
で
米
農
家
の
生
産
意

欲
が
大
き
く
そ
が
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
地
域
経
済
を
支
え
て
い

く
・
上
か
ら
も
緊
急
に
支
援
を
行
う
べ
き
と
他
市
の
支
援
策
も
紹

介
し
な
が
ら
対
応
を
質
し
ま
し
た
。

質
問
:
健
康
で
文
化
的
な
生
活
を
送
る
に
は
全
国
ど
こ
で
も
月
幻
万
円

程
度
必
要
と
の
調
査
結
果
も
あ
る
。
福
島
県
の
最
低
賃
金
は
時
給
8
2

8
.円
と
全
国
最
低
ク
ラ
ス
。
月
刊
万
円
に
も
な
ら
な
い
。
東
京
な
ど
と

は
大
き
な
差
が
あ
る
。
地
域
格
差
解
消
と
賃
金
全
体
の
水
準
引
き
上
げ

に
は
全
国
一
律
の
最
賃
制
度
が
必
要
で
は
な
い
か
。

答
弁
:
法
律
で
は
地
域
の
生
計
費
、
労
賃
、
支
払
い
能
力
を
考
慮
す
る

と
あ
る

J

こ
れ
を
尊
重
す
べ
き
と
考
え
る
。
岡
田
議
員
の
質
問
の
趣
旨

は
国
へ
伝
え
る
。

A
1
4伊

質
問
:
秋
の
米
価
下
落
に
よ
る
牧
入

減
少
に
つ
い
て
、
緊
急
に
市
と
し
て

支
援
す
べ
き
で
は
。

答
弁
:
コ
ロ
ナ
禍
の
長
期
化
等
の
影

・
響
で
米
価
が
大
き
く
下
落
し
て
お
り

農
家
経
営
は
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

種
子
購
入
費
助
成
は
今
後
J
A

な
ど

と
協
議
し
、
検
討
し
て
い
く
。
収
入

保
険
制
度
へ
の
加
入
や
稲
作
か
ら
野

菜
、
果
樹
な
ど
高
収
益
作
物
へ
の
転
.

換
を
推
進
す
る
。

*
県
内
一
の
米
作
を
誇
る
郡
山
市
で
す

が
、
市
長
は
米
価
暴
落
へ
の
緊
急
対
策

に
は
全
く
消
極
的
。
残
念
で
す
。

就
学
援
助
制
度
の
改
善

質
問
:
修
学
旅
行
費
用
は
多
額
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
費
用
を
保
護
者
が

支
払
っ
た
後
に
支
給
す
る
の
で
は
な
く
事
前
に
支
払
う
制
度
に
す
べ
き

で
は
。

答
弁
:
修
学
旅
行
実
施
後
で
な
い
と
費
用
が
確
定
じ
・
な
げ
ゾ
事
前
払
い

で
は
清
算
事
務
が
増
え
る
。
費
用
が
事
前
に
準
備
で
き
な
い
場
合
ほ
社

γ
-
i
.

会
一
得
祉
協
議
会
の
貸
付
を
案
内
し
て
い
る
。

生
活
で
き
る
賃
金
へ

| あなたの昨年 1 年聞の細入は | 
100 万円未満

189 人 12.3%

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ

3a-J..恥札・/¥¥  

屯〆

i
l
i
-
-
W
治
問
J

\
計
一
川
崎
同
善
勧

h

d
島
臨
調
r
t
m橋
州
主

i
a
1
4
司
高
宿
舎

i
p
h
V

夫

m

i

-

-
圃
掴
週
彊
'
也:
1

邸

d
関
関
川
官4
・
守
国
間

司
岡
宮

「郡山市ひとり世帯意向調査」
202 1 年中間報告より

3市議会だより
No.145 2021 年:..1-2 月号

日本共産党郡山市議団

. . 



(2) 

人
権
尊
重
の
立
場
で

生
活
保
護
行
政
の
改
善
を

質
問
:
生
活
保
護
制
度
の
利
用
は
国
民
の
権
利
で
す

が
、
ま
だ
十
分
に
は
理
解
が
進
ん
で
い
な
い
。
生
活
保

護
制
度
の
相
談
や
申
請
窓
口
の
最
前
線
に
あ
る
市
担
当

職
員
は
、
親
切
、
丁
寧
な
対
応
を
心
掛
け
る
べ
き
だ
。

答
弁
:
生
活
保
護
制
度
の
利
用
は
国
民
の
権
利
で
あ
る

と
の
認
識
の
も
と
、
個
々
人
の
抱
え
る
複
雑
な
事
情
に

配
慮
し
た
、
丁
寧
な
対
応
を
今
後
も
進
め
て
い
く
。

*
岡
田
市
議
は
、
「
市
民
か
ら
の
訴
え
で
は
、
そ
う
な

っ
て
い
な
い
現
状
が
あ
る
」
と
再
質
問
で
あ
ら
た
め
て
改

善
を
求
め
ま
し
た
。

生
活
保
護
費
の

引
き
上
げ
を
求
め
よ

数
一
人

人
一
o

者
一
9

用
一
2

利
一
3

3278 人

質
問
:
家
賃
上
限
3
万

.
円
、
生
活
費
6

万
7
千
円

で
は
健
康
で
文
化
的
な
最

低
限
度
の
生
活
は
で
き
な

い
。
引
き
上
げ
を
国
に
求

め
よ
。

答
弁
:
国
が
客
観
的
な
調

h
'
a基
づ
き
専
門
家
の
意

a
・
容
も
と
に
決
め
て
い

る
。

E璽霊霊盟iDIlrt園

年度

2019年度

2020年度

202.1 年度
(11 月まで)

母示
ひ
L ま

む脅
親 v
荘家』

庭n、入

盗塁

55 
護き
星尋
務

2021年 1 月

ひ
と
り
親
世
帯
意
向
調
査
で
家
賃
が
家
計
に
大
き

な
負
担
に
ほ
っ
て
い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
に
な
り
ま
・

レ
長
吋
益
事

悩
み
の
い
ち
ば
ん
が
家
計
、
不
足
し
て
い
る
支
援

策
の
1

番
が
子
供
の
就
学
に
か
か
る
費
用
の
軽
減

(
n
.
2
%
)
2
番
目
が
住
宅
探
し
ゃ
往
宅
費
の
軽

減
(
日
.
8
%
)
で
す
。

家
賃
補
助
を
求
め
る
声
が
圧
倒
的
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
が
、
生
活
保
護
制
度
以
外
に
は
支
援
策
が
な

い
の
が
現
状
で
す
。

質
問
:
意
向
調
査
結
果
を
ど
う
受
け
止
め
対
応
す
る

の
か
。

‘
，
弄
:
ひ1
ど
り
親
家
庭
に
と
っ
て
住
居
費
が
大
き
な

a

担
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
缶
、
ニ
l

ズ
に
的
確
に

応
え
ら
れ
る
支
援
策
を
検
討
す
る
。

質
問
:
ひ
ま
わ
り
荘
を
停
止
し
た
が
、
必
要
と
の
答

え
が
1
0
0
人
を
超
え
て
い
る
J

ニ
l

ズ
は
多
い
と

思
う
が
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
:
ニ
l

ズ
は
少
な
い
も
の
と
考
え
る

市議会だより

. 
4 

母
子
生
活
支
援
施
設

1
0
7

人

7
.
0
%

地地
蟻球
電温
力暖
会化
社対
を策
郡に
山貢
市献
にで
もき
る

日
本
は
気
候
変
動
対
策
の
遅
れ
か
ら
不
名
誉
な
「
化

石
賞
」
を
贈
ら
れ
ま
し
た
)
石
炭
火
力
発
電
と
原
発
へ

の
固
執
、
水
素
や
ア
ン
モ
ニ
ア
な
ど
未
完
成
の
技
術
に

二
酸
化
炭
素
削
減
を
頼
っ
て
い
る
こ
と
が
問
題
点
で

す
。
こ
れ
ら
は
巨
大
な
電
力
会
社
中
心
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

政
策
が
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
地
域
電
力
の

発
想
に
立
ち
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
、
電
力
の
地
産

地
消
の
発
想
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

3335人

質
問
:
郡
山
市
で
も
構
想
さ
れ
て
い
る
地
域
電
力
会

社
、
民
間
企
業
だ
け
で
は
な
く
市
民
や
郡
山
市
が
出
資

す
る
「
市
民
電
力
」
の
性
格
を
持
つ
べ
き
で
は
。

答
弁

:
C
O
P
2
6
(
国
連
気
候
変
動
枠
組
み
条
約
第

羽
田
締
結
国
会
合
)
で
は
さ
ら
な
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
導
入
、
石
炭
火
力
発
電
の
逓
減
が
合
意
さ
れ

た
。
政
府
は
今
後
5
年
間
の
集
中
期
間
に
地
元
企
業
、
.

金
融
機
関
、
自
治
体
が
一
体
と
な
っ
た
脱
炭
素
化
事
業

を
進
め
る
「
脱
炭
素
先
行
地
域
」
を
選
定
し
国
が
支
援

す
る
方
針
。
こ
う
し
た
状
況
の
な
か
わ
が
市
も
「
地
域

新
電
力
会
社
」
設
立
に
向
け
た
論
議
広
参
加
じ
て
い

る
。
市
の
出
資
を
含
め
た
地
域
新
・
電
力
の
在
り
方
に
つ

い
て
は
今
後
の
国
の
動
向
を
見
守
り
な
が
ら
対
応
す
る
。

，人 1:東北ヱリ7
1 ，気仙沼市・相馬市

1 ，京極島市・加発町など

P
』

な町

』y
蜘
揖

リ
睦
冊
中

エ
市
市

東
替
手

問
視
鳴

|中部エリア
・浜松市・盤国市
・経版権など

,!t) .. , 
y 

|関西町
'.佐野市・湖南市
・亀岡市 ;・三郷町など

|北海道エリア
・上士幌町立ど

|北陸ヱ町
・塩尻市・伊覇市ー
・加賀市・衛濁市など

|中国四国エリア
・葡萄町・宿山市
・米子市'.出銅町など

l 丸山エリア
・み宇富市 ・北九州市
4、宮古車木野市'.徳大野市など

圏躍盛盟盟

-・ ‘ ‘ . . , 
‘ .、、

.‘ . . 
晶‘

-e . . . 
-a . 

…
行
間

…
庭
問

一
雄
割

圃
盟
理
‘

.. 

E
E
E
E
F・団E
e

…
放
t
v

…
子
ど
も
医
療
費
助
成

…
2
1
0
0
0

円
以
上
も
窓
口
負
担

…
な
し
に

来
年
7
月
診
療
分
か
ら
こ
れ
ま
で
償
還
払
い
と
な
っ

H

て
い
た
市
外
医
療
機
関
で
の
医
療
費
も
Z
1
0
0
0
円

日
以
上
の
医
療
費
も
自
己
負
担
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

重
度
障
が
い
ー
や
ひ
と
り
親
世
帯
の
医
療
費
助
成
制

日
度
も
同
様
め
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
オ
。

来春からの入所定員を増やし、低学年の

待機児童の解消をめざします。

小学校名 4、・1 も 増定員数

柴富
!i!Jば

40 人
J‘ 

明健 40人
" 

行健第二 30 人

大成 40人

富田東 3 0 人

市
役
所
の
仕
事
に
民
間
活
力
導
入
の

美
名
の
も
と
に

共
産
党
市
議
団
は
開
成
山
公
園
の
パ
l

ク

P
F
[
事

業
、
障
が
い
者
施
設
更
生
園
の
建
替
整
備
に
か
か
わ
る

P
F
I
導
入
可
能
性
調
査
、
公
立
保
育
所
の
給
食
民
間

委
託
等
に
反
対
を
し
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
は
民
間
活
力
を
生
か
す
こ
と
す
べ
て

に
反
対
の
立
場
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
個
々
具
体
的
な
検

討
を
通
じ
て
賛
否
を
決
め
て
い
ま
す
。

開
成
山
パ
ー
ク
P
F
I

事
業

開
成
山
公
園
の
各
種
施
設
の
再
整
備
費
用
の

1

割

(
約7
千
万
円
)
を
負
担
す
る
こ
と
を
条
件
に
開
成
山

公
圏
内
で
飲
食
店
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
施
設
を
建
設

し
運
営
を
行
う
権
利
と
開
成
山
公
園
の
管
理
・
運
営
を

郡
山
市
か
ら
請
け
負
う
こ
と
を
一
体
に
行
う
事
業
.
で

す
。計

画
で
は
四
年
間
、
開
成
山
公
園
の
管
理
運
営
を
総

額
日
億
円
で
請
け
負
い
ま
す
。
異
例
の
長
期
契
約
で
仕

事
を
独
占
す
る
こ
と
に
疑
義
を
抱
か
ざ
る
を
得
ま
せ

ん
。更

正
園
の
P
F
l

導
入
可
能
性
調
査

出荷}リミ'"クZ軍事イシト社国ベ
{噴咽~隼7且時刻

全
国
に
も
例
の
な
い
障
が
い
者
施
設
の
建
設
と
運
営

に
民
間
営
利
会
社
の
参
入
を
求
め
る
取
り
組
み
で
す
。

社
会
福
祉
事
業
に
民
間
活
力
の
名
の
も
ど
に
営
利
企
業

の
参
入
を
求
め
て
良
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

公
立
保
育
所
の
給
食
民
問
委
託

郡
山
市
で
は
学
校
や
保
育
所
の
調
理
員
の
募
集
を

長
期
に
わ
た
り
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
退
職
者
分
だ
け

現
場
で
は
入
手
.
が
足
り
な
く
な
り
ま
す
。
今
度
は
こ

れ
を
逆
手
に
と
っ
て
人
手
が
な
い
ご
と
を
理
由
に
民

間
事
業
者
に
委
託
す
る
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

民
間
保
育
所
・
の
多
く
は
子
供
た
ち
の

た
め
に
は
自
前
の
職
員
が
調
理
す
べ
・
命
量

き
と
の
考
え
で
頑
張
っ
て
い
る
の
に
、
綱

H
i
-
-

融
誕
国
一

公
立
保
育
所
の
運
営
を
人
件
費
を
安

i
U

珊
圃
薗

く
抑
え
る
こ
と
を
最
優
先
に
し
て
よ
蜘
口
H
園
田
母
国

い
も
の
で
し
ょ
ラ
か
。
，

i
J
R

佃
圃
一

, . 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・............................・・ e・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....................................................................

' 

l 生活函窮者にも年内支援を 1 
こども給付金 2 転 3 転10万円一括給付
こども給付金は、政府方針が二転三転。市当局も対応に右往左往させら

れましたが 10 万円一括給付をするため市議会最終日(17 日)に追加の補

正予算を提案、全会一致可決されました。 23 日から順次送金されます。

貧困と格差が自民党政治のもとで広がり、炊き出しゃ食糧無料配布に大:

勢の人が集まる、など生活 1.:;.困窮、ヤる人も増えています。生活困窮者への支 i
援給付金 10 万円も政府予算をもとに自治体が給付する仕組みとなってい

るだけに拝越しに間にあう制度設計を国が行うぺきですJ 現計画では郡山 i

市は 2月下旬からの支給予定です。

"...... ...・・・・・・・・・・・・ ・

ト'



別記第 1 号様式 支 出調 一
量
一
回

• 

、

起案者代表者 経理責任者

会派名
日本鵠単筒元秘 唱情説手j G参 ?包帯示義遣を

区 分a 事 由 費 目 金一 額' γj、計

交通費
' 

旅費

資料作成費l 調査研究費 自動車燃料費

「
調査委託費 振込料

、

-・ 会場費 講師謝金
L 

交通費出席者負担金・会費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費 、

資料作成費
J 

食糧費
、，

P " 
振iヰ料 , 

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費
, 
. 

3 広 報 費 広報誌(紙〉 報告書等印刷費

送料(折込料含む} ウ量豊ェ金プペ←ージ J , 

" 茶菓子代 振込料. .. , 、

交通費、
、

、 会場費 / 
，、

4 広 聴・費 自動車燃料費 資料作成費
. 

, 

茶菓子代 振込料
. 

2 

交通費 旅費

自動車燃料費 資料作成費

振込料 ，、・. 
、

' f何事:?"??i.. 盆事 r 

会場費} 突通費 e 

6 ・コl=』 議.費 .; 自動車燃料費 . 資料作成費
4 J ‘ 

振込料.
E 

7 資.料作成費
同刷製本費

'五ヌー
翻訳料

コピ色村金 筆耕料 振込料 仏タ
t 

司R‘ ' 
法規追録代・ 参考図書代

r 

、

8 資料購入費 " 新購読聞料f日刊紙) 雑誌等購読料‘ .・，・、
" 

有等料利デ用料ータベー-ス 振込料.
-・4与h品.;::.... '-

賃金 社会保険料等 .1.. 

9 人 T牛:費
振込料

事リ務ー機ス器代等
、

備品購入費

.10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料 , 

竜話料等(按分) 郵便料等
11 通自a動信車運燃f搬料.費・

・自・(按動分車燃)料費 その他
、

支出年月日 ユ"之2 年之J2RI 現支金出出幸納簿
q九メ二二

合-計

~'( 番号
~ . 

• 



支出明細書兼支出証明書

別記第 2 号様式

区- 分 ※該当する区分に0剛

J 調査研究費怜研修費 3; 広報 r 費 !4 広。聴費 J
7要請・陳情均五百会 t瓦 Jt .fl0一員扉瓦-ilI弱逼1仰i塚本震
1-10 事務所費 111 通信運搬宙自動車燃料費(郵便料等) ..' • I ※該当効支出費目を記入

t =rd- Rd金ふ支キム
目的卜 一一)ー…一一一…一一一一一一一一

支品番号 d戸

目名費

支出

(支出事由)

, . 
し

容内

• 
ノ

円

出
r

金額

1;; 

支先出支支出年月日

之022 年〉月之日

書収領

、

日之之月L井年

辺込1本:長義安￡j払よ
下記の通り領収致しました

002872 

令和卓司成

30-NQ 

t
 

、l
t
!
 

要摘額金価単

1
1
2
.
1ー
ー

額税費消

30. 7. 100 

計メミ
口



• 

• 

車
問

=
=
口 求 霊童

Eヨ

令和さ年 /2 月三18

日本共産党郡山市議団 様

7'8~の5054だ~レËK式

合計金額 半49. -
(f}l必みJ

ロEコロ 名 数量 単位 単価 金 額

モノクロ 。 枚 0.495 。

10 月分 複写サービス料金
力ラー 。 枚 5.3273 。

モノクロ 。 枚 0.495 。

1 1 月分 複写サービス料金
カラー 。 枚 5.3273 。

モノクロ 100 枚 0.495 49 
12 月分 複写サービス料金

カラー 。 枚 5.3273 。

消費税及び地方消費税を加算した価格です。

4E合3、 計 49 

備考

No.042-2 



別記第 1 号様式

代表者 経理責任者 起案者

会派名 ⑮ 局護 高橋喝;
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費 目 ' . 金 額 小計
. 

交通費 旅費

l 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料
J 

会場費 '講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料(折込料含む) ウ掲載ェ代プページ

茶菓子代 振込料

, 会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 資料作成費 , 

J 

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請・
5 陳情活動費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

~，金
筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書伐

8 資料購入費
原発問題住民運動つ全j7望滑、車完主路開了主戸同P一J1 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料 3, 000 3000 
ンター「げんぱ

有等料利用デー料タベース 振込料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料

備品購入費 事リ務ー調ス融代等 f 

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動車燃料費 自〈按動分車燃)料費 その他

。支出年月日
現金出納簿
;<1:- 合計 3~ 00,0 支出番号



日IJ記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 01~ 
も

区 分 ※該当する区分にC印 費 目 名

雑誌等購読料

支出費目を記入

支出目的 一一一一一-_......一一…ー.…一一一一一一一一 ・…・・一一一・…・---・-一一--_._... ・-一・・・・・・・・…
原発問題住民運動全国連絡センター「げんばっJ 紙

(支出事由)

原発問題住民運動全国連絡センター「げんばっJ 紙 2-D 2 1 年 4

月から 2022年 3 月までの購読料
内 廿rr::,. 

一一一 一一一一一一寸

、、

支出年月日 支 出 先 支出金額 、

/ 

2021年 原発問題住民運動全国連絡セ
3， 000 円

7月 21 日. ンター

上記のとおり支出します。

議員氏名 高橋善治局
白、

\、-

|宇?書及び料金内訳明細書等貼付欄

- 領収書
日本共産党郡山市議団様

郡山市朝日町 1・23・7 郡山市議会気付

￥3 ， 000 円

但し 原発問題住民運動全国連絡センター「げんばっ」紙 2021 年 4 月 '"'-'2022 年 3 月

までの購読料として、上記金額を 2021/7/21 lEに領収いたしました。

ありがとうございました。

2021 年 7 月 23 日 悼会住原

原発問題住民運動全国連絡センター r :ç圏、民発

時占営舟田三崎町公山3 MMピノレn40dj~連遷f問
TEL.03・5215・0577 FAX.03・5215・o578~V1E~，絡動題

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。



別記第 1 号様式

会派名

区分

'・
、

l 調査研究費

2 研 修 費

• 3 広 報 費

4 広 聴 費

てJV; ヂ.

6 会 議.費

• 、

}資料作成費

. 

8 資料購入費

..~宮山io .. -:.~ 

9 人 T中費. 

¥ 

1Q 事務所費

,1 

11 通自a動信車運燃搬料費圃

支出年月日・

支 出調
代表者

白械翻震防協お ⑮ 
事 由 費

交通費

自動車燃料費
官弓

調査委託費.
r' 、

会場費

出席者負担金・会費

旅費
γ 

資料作成費

振込料
、

:・

会場費

自動車燃料費

広報誌(紙)

送料(折込料含む)

. 
茶菓子代白
.. 

会場費'

自動車燃料費

茶菓子代
J 

交通費

自動車燃料費
、、・

振込料
- 0 

r ・

会場費

自動車燃料費
"・

振込料.

問刷製本費 J 

筆耕料

話蟻、良読識料 法規追録代

購新読聞料{日刊紙)

00 

有等料利デ用料}タベ←ス

賃金

振込料 . 

備品購入費

消耗品等事務費

振込料‘

竜話料等(按分)

自・・(按動車分燃)料費

重主
巨ヨ

経理責任者 0'  

/ 

起案者

ー L尽E芸多P 1ゑ蒋奇善手会 奇襲
目 金 額 小'計

旅費

。資料作成費

振込料ー
. 

講師謝金
, 

交通費
. 

自動車燃料費 、

食糧費

. 
. 

交通費

資料作成費 . 

報告書等印刷費

掲ウ載ェ代ブページ

振込料 J 
，、

、

奈通費
1 

資粁作成費
. 
t 

振込料・
t 

旅費
. 

資料作成費

、 t 

突通費

資料作成費

~ 0 

t r 

翻訳料

振込料

参考図書付
. (ι63 

雑誌等購読料. t4DD 11-孟:::;聖も

'‘ 
振込料ー

ユーD~
社会保険料等

事リ事}擁ス器代等
、

印刷代

記送手数料
I 

郵便料等
. 

ノ

その他 ノ

山門機 現支金出出番納号簿 ;.6 
l h'�.:s 

合・計 t d 香子m考γ
、

正一一.，一三o' 土 1¥.' •.• :.;;.~~"1 ....:_.""'"" 



/ 

別記第 2 号様式

.支出目的

(支出事由)

, J 

支出明細書兼支出証明書

立。ムi 毒 4時守ユ0 2-2~ゑ，-3~会込鐸波Jの弘主ヂ凶

• 

.ト

内 容

支出年月日 支出\先

以!年b叫態調齢晩覚麟編
上記ぬとおり支出します。

』園圃圃.品

領収「蹴込請求時領証
援 qo(1J2Jo円

(霊
i 芸
l 喜
|正

!た
l 場

l き
!の
箇
所

言T
正

を
tEp 
し

IZ 
だ

けさ

lコ
座
言己
τrrでdコ-

番 滋 7: 9! 0 9: 01 3 
号

者名1入~[J ※点字民報

2 戸、1 千:百十:万:千百;十:円

~!/ I~!D b 額

おなまえ
ご※

依

頼 日本共産党郡山市議
人 団 様

料
(消費税込み) 日 附印

IノL乙 203円 03-06-D2 
郡山

イ庸 市役所内
郵便局

考 (82445 ) 
N94120007 

. 

この受領柾は、大切に保管してください。
※複数の領収音寺佐貝向。窃'口同、昨ふ υ ないよう i乙貼イ守してください。

支出金額

※欄内に貼付できない場合は、男.lj記第 ~1 号様式「領収書等整理票j に貼付してくださいロ

円

に



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 d).r6 

区 分 ※該当する区分にO印 費 自 名

振込料

支出費目を記入

支出目的 .-....-伊申咋・-司由旬一一一目句"一一ーー日明4伊『ーヤW州問一一-一一一ー一平甲山由一叫ー』一一一-_.，..一一一・』一一一ー一一-・-一一司凶叫守戸崎ー'一一--一一一ーーーー一-陶"一“一・"叩四一四回目一回一一一"

(点字民報」購読料の送金
(支出事由) 、 __1__..-“情ーー.....，・叫A・4_'_ー..-・---山晶曲目

「点字民報J 年間購読料の支払い送金手数料

内 容
-_...-・・..-・・4・刷，-“"・・"・"・"・“-・・・---凶ω脚"句m・p・-四・・"“・"・桐--ー・-・同色"・・・--咽岨帽w・・・・・・例脚網-・・・・ー・・"・"・"・"“--・・・

支出年月日 支 出 先

2021年
郡山市役所内郵便局

6月 2 日

上記のとおり支出しますq

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

振替払込請求書兼受領証!

言己
載
事
項
を
言丁
正
し
た
場
.A. 

,;1: 

そ
の
箇
所

言T
E 
~/l 
を
~Iff 
し
て
く
だ

口 諜0. Oi 1i 2i 0 打|座

言号番己
議 7! 9: 0 9! 0; 3 

フc:デz 

方入室ロ 終点字民報

金
千:百 十:万;千 百!十!円
器提 ; 

41/ 乞lD t)額

おなまえ
, 

ご※

イ衣

頼 日本共産党郡山市議
人 団 様

料
(消費税込み) 日附印

金 203円 03-06-02 
郡山

イ庸
市役所内
郵便局

目

議員氏名

岩 (82445. ) 
ミ 1 J 1 .1 N9~120007 |、重ならないように貼付してください。

-"--~~I 

支出金額

203 円

高橋制動

附F?‘モ?LElf-J え切伊あてみrr;弘、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。



• 

• 

請求書

日本共産党郡山市議団 御中

2021 年4月 7 日

電話 :03・6912・2541

FAX: 03・6912・2540

2021 年度 (2021 年4月~2022年3月〉の購読料と未納購読料を

下記の通りご請求申レ上げます。

合計金額 1 ， 400 円

【未納額の欄】

購読誌名 月単価 年単価 部数 未納額 摘要

月刊・活字版 円 600円 600円

増刊・活字版 円 800円 800円

円 円 円

【2021 年度購読料の欄】

購読誌名 月単価 年単価 部数 請求額 摘要

月刊・点字版 1 ，800円 円

月刊・ DAISY版 1 ，800円 円

月刊・活字版 600円 600月

増刊・点字版 1 ，600円 円

増刊・ DAISY版 1 ，600円 円

増刊・活字版 800円 800目

言十 1 ，400円

振込先:同封の郵便振替口座〈加入者:点字民報、口座番号: 00120 -5 田

790903) へお願いします。

2 



別記第 1 号様式 支 出 調 重主
巨弓

代表者 経理責任者 起案者

会派名 G動 rddtL壱t忠=R=5=・弘V1、 高橋善種;
日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費 ‘.目'・金 額 小‘計
、、苦闘9

交通費
f 

旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料
ノ

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 イ彦 費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 変通費 >

自動車燃料費 資料作成費

3 広 報 費 広報誌(紙) 報告書等印刷費

送料{折込料含む) 掲ウ載ェ代プベ}ジ

茶菓子代 振込料

会場費 交通費

4 広 聴 費
、

自動車燃料費 資料作成費

茶菓子代 振込料
1 

交通費 旅費

要請 自動車燃料費 資料作成費四陳情活動費
振込料

t 

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料

印刷製本費 翻訳料
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費新聞「農民J 購新読聞料(日刊紙) 雑誌等購読料 8, 568 

有等利料用デ料ータベース 振込料 ~~!;-b~. ' 
, 

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料
L 

備品購入費 事D 務}機ス器代等

10 事務所費 消耗品等事務費 印制代

振込料 配送手数料

通動信車運燃搬料 ・
電話料等(按分) 郵便料等

11自費 自(動按分車燃)料費 その他

現金出納簿
支出年月日 202Z年3月 16 日 支出番号 ふフ

合計 8, 568 



別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

--.-.・ - f 

区 分 .※該当する区分にO印 費 目 名
d 

雑誌等購読料

支出費目を記入

支出目的 四回尚一-・・・・-叩ー_._-・ーー・・・・~，_... 網"ーー_...-・--叫網"・ー崎町ゆ・・・・-~-幽刷聞自由自--一ー・・・由-“油田・・-自由"一ー・・"“"・--.--叩時伺綱明・・ー・・・・・4・~・・・4・“・-.ーー・・・町田町・伺町一--網"・--・--・明白岬山由叫m ・'-"'"川町胴・.-.-・mωm・・椅--句--・

l 新聞「農民J 購読料
(支出事由)

新聞「農民」年間購読料の支払い
…ー 一一一一一一一一一一…町一一

内 容
一一- 一一一 ...…一一一一

• 支出年月日 支 出 、先 支出金額

2021年
郡山地方農民連 8 5β8 円

12月 28 日
、.

上記のとおり支出します。

高橋善治⑧議員氏名
一

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
---_....'.-司

'. 領収書 ⑨会費は当月分を10日まで1こ支部会計ヘ!!

支部 刊+

J\j 定試 /~':;!-I ':-~h i ~~. \.J様
金額 I R17 ソiF!?II!fli J 
i J 1 7J5 トう j b15 

上記の金額たしかにし吠. t~主れわ
ご協力ありがとうこ柄ざいまし t.:.

護事郡山地方農民連:ベト下拙誌が;;;川骨
質問j~山市大槻町宇古屋敷5会話、 .:.~' • W~:別会資
電詰・ FAX (024)951-~f33'9:"':'" その他

係 圃圃圃圃圃圃圃λ;…♂ふ:

No 

2021 年 I}. 月 23 日

噌
，a
E
a
e

T
J
 I
 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

※欄内に貼付で、きない場合は、 1111記第 11 号様式「領収書等整理票j に貼付してください。



• 

• 

別記第 1 号様式 ー支 出調
代表者

会派名
白蟻薩鳥弘元議席ヘ を診

区 4 分 -事 由. 費

交通費
、

1 調査研究費 自動車燃料費， .{. 

調査委託費
「 、

会場費
. 

出席者負担金・会費

2 研 修 費 旅費

-資料作成費

振iヰ料
、 . 

会場費

自動車燃料費

3 広 報 費- 広報誌(紙)

送料・(折込科含む)
! 
. 

茶菓子代
.. 

.' 
ー会場費

4 広 聴 費 自動車燃料費
、

、， 茶菓子代

交通費

S一f、s L 
. 

自動車燃料費• 、 L 

振込料
"~f'~判手一- r 

「 会場費

6 会 議.費 自動車燃料費
‘' 

振込料

7 資.料作成費
印刷製本費

筆耕料
.・ " t 

ー. ・

法規追録代・

8 資料購入費 新購聞読料'(日刊紙)

l金色龍料噴環器;博宥利料デ用料ータベムス
-也‘与， '::. 

賃金
.・

9 人 粋 費
-、

. 振込料

備品購入費

10事務所費 ー消耗品等事務費

, 振込料

童話料等(按分)
通a動信車運燃t搬料. ・11自費

、

・自〈按動車分燃)事ト費
. 

J 

重主
匡ヨ

経理責任者:
、，

起案者

G言 本撤去会泡審
目 金 額

r 
小計

ノ

旅喪
、

資料作成費

振込料

講師謝金
> t , 

交通費

自動車燃料費 、 j

食糧費

交通費

資料作成費 , ./ 

報告書等印刷費
. 

ウ量豊ェ金プペ←ージ 、

振込料
、

、

交通費、 、

. 

資料作成費
. 

‘司

振込料・
' , 

旅費

資料作成費'

、

, .. 交通費

資料作成費
" 

t 

翻訳料
‘ 

振込料

参考図書代 、J

雑誌等購読料. え仏タθa ~~ ‘ jI-
L 

~化。。振込料.
内

匂

社会保険粍等 Jh 
. 

事d 務ー機ス器代等
、

、

印刷代 " 

配送手数料, 
ヒ‘ I 

郵便料等
j 

その他

-支出年月日 之d~2之年J 議日 現支金出出主納簿
番号 d~ 

合計 1
§伊Ð(

、‘品'"ョ，



別記第 2号様式

支出明細書兼支出証明書
支出番号 A努

支出・目的
t 

田』・ーー仲m四一一圃銅山・『・町田町開--由一

(支出事由) ト一一一千一一一………一一一一?一一

内 容

f 

‘ J 

• 支出年月白 I '. .' " I 支 出 先

山勾ア日置 車線
上記のとぷり支出します。

支出金額

~~ÐP 円

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄
ー_. ーーー"'---ー ーー・ ー岳 町 一ーー -._-一ー一一ー .一 - ---一、一一ーーー一一一一回ー ーーーー守一一一一ιーーーー」ーー------'."ーー ー一一

• 
事 8 ， 400

但L 全国農業新聞購読料( R3.4 R4.3 として
@700円 X 12 月= 8， 400 円

上記金額正に受領いたしました。

郡山市全国農業新聞普及連絡会
代表

" 

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないよう仁貼伶Jしてくださいロ
※欄内に貼付できない場合は、耳目記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。

4, , , 
、



, 
、. 

• 

• 

別記第 1 号様式

. 

会派名

区・分

、

1調査研究費

. 

" 

2 研 修 費

. 

3 広 報 費

4 広 聴 費!

異常事身長
, .で:~苦~:~._.
. ・.

6 会 議.費

7 資.料作成費

-・.

8 資料購入費

，.:;柑・1';" ..~. ・.

9 人 粋.費
. 

J 

10 事務所費
. 

通a動信車運燃搬料 ・11自費

支出年月日

支 出調
代表者

日-5.或i務総看護m 信号
事 由 費

交通費

自動車燃料費
、 . 

調査委託費
r 

会場費

出席者負担金・会焚

旅費
J 

資料作成費

、

振iヰ料

会場費

自動車燃料費
‘ 

広報誌(紙)
‘、

送料{折込料含む)

. 
茶菓子代

. 

会場費

自動車燃料費

茶菓子代 r

交通費

自動車燃料費 ノ

、

振込料
r 

会場費

自動車燃料費

振込料・

開刷製本費

筆耕料
¥ .、

十.移民ヒ1 巨毛 法規追録代

一有等新購料制読聞デ用料料〔ー日タ刊ベ紙ー)ス
犠説付

賃金

、

振込料

-備品購入費‘

消耗品等事務費

振込料

童話料等(按分)

‘自f按動全車燃L料費
1 

重主
Fヨ

経理責任者 起案者

⑧ l京総差igG襲
目 金 額 小計!

旅費

資料作成費

振込料

講師謝金
" 

交通費
v 

、 自動車燃料費 、

. 
食糧費

,,' 
.交通費

資料作成費

" 
報告書等印刷費，

ウ量豊ェ金プペ←ージ
振込料

，、

、

奈通費

資料作成費
~ 

振込料

旅費

資料作成費

‘・
も 。

、

突通費

資料作成費

1 

翻訳料
‘-

振込料

参考図書代
、

雑誌等購読料. /μ/6 0: ・-・.・、 .. ・I 

振込料. が/6v
ー

社会保険料等 L 

事d←務機ス器代等
、 、ー

印刷代

亜日送手数料, J 

郵便料等 , 

その他 1 , 
、

之0 2d 年J 月 tb 日 現支金出出幸納簿
番号 ザ

合・計 /tt./b7J 
, 

, 



別記第 2 号様式・

支出明細書兼支出証明書

費
一
、
費

一
永

穂
~
購

。
一
訟
が
・

広
一
資

区分

L詞李研究費 j2 笠修費ド広報苧
5 要請・瞬間費 i6 会 t 議費い資料作成実­
iZI議所費f1î 通信運搬官時雨妻(郵同点 ※該当する支出費目を記入

的
)
由

目
事

出
出

支
ぐ / 

,1 

i 内 容

• . |支出年月日| 支 出 先 | 支出金額
. 2 謡館袋出治体問弱府境内ー

ノヂ-/6iJ 円.

.、
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※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼何してください。
※欄内に貼付できない場合は~ }3，IJ記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してくださいロ
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住
民
と
自
治
(
通
巻
町
号
)
発
行
人
長
平
弘

4
1
3
6

鏑
集
人
斎
藤
太

2つの講義を収録した DVD を発売しま
した (2枚一組)。当日 ZOOM講義を視
聴された方は、特価 3000 円(税・送料
込み)、一般の方は、特価 6000 円(説・
送料込み)で販売いたします。メ}ルに
てお申し込みいただけれぽ振替用紙を同
封してお送りいたします。
なお、数に限りがございますので、お早
めにお申し込みください。

l 自治体予算はどうなる/ZOOM研除
2021 年 2 月 5 日(金)開催

コロナ禍のもと、
自治体予算をどう組む?

特製DVD発売!
国のコロナ対策と地方財政・平岡和久

コロナに対応する自治体財政・森裕之

TEL03-3235-5941 FAX03-3235-5933 
電子メ一ル info@剖'jichike回n.j

ISSN1343 一 6244

編集 自治体問題研究所 〒162-8512 東京都新宿区矢来町123 矢来的レ4F
発行自治体研究社 ホームページ h悦p:llwww.jichikeI1-jpl
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一
二
年
四
月
一
日
発
行
(
毎
月
一
日
発
行
)

昭
型
三
+
八
年
+
月
十
回
第
三
種
郵
便
物
認
可

定
価
五
九
一
円

(
本
体
五
三
七
円
+
税
叩
%
)
〒
円
国

会
員
の
勝
続
料
は
会
費
の
中
に
含
み
ま
ム

l 曜業化j の日本と
f社会正義j のイギリス

定価 1760 円
A5判並製カバー、 136頁

汚宮古{公共) ，ゲーとヌ/jëヲ35るべきか

行政サ}ビスの
インソーシング
榊原秀訓・大田直史・底村勇人・尾林芳匡著
行政c:公共)サーピスはどうあるべきなのか。日本では公的サーピスのアウトソーシン
グ、民営化、産業化が唯一の選択肢とされている。一方、イギリスでは、再公営化、つ
まり、民聞から公営に取り戻す、インソーシングめ事例がみられる。それは民営化、産
業化による弊害、サーピスの破綻・劣化が原因であり、公正を旨とする「社会正義j に
根差した動きでもある。イギリスでの調査を初め、現地の労働組合・市民団体等の社会
運動を紹介し、日英比較を通して、これからの行政サーピスのあり方を多角的に考える。
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四
凶
事
団
F
A

蜘
准
醐
邑
量
唱
g

読
む
凶
宮
守
・
圏歯菌

オミクロン株カ湿威を奮い、まさに第 6波の真っ只中である。コロナ禍の収束は見
通せず、 J日本の社会保障の制度的脆弱さは深刻化を増している。医療・保健(公衆
衛生)、介護、保育・学童保育、雇用保障、生活保護・住宅政策等の実際を論じ、
社会保障の法政策と税制改革を中心に財政政策の方向性を提示する。 定価 2200 円

編集 自治体問題研究所 〒162-8512 東京都新宿区矢来町123 矢来的レ4F
発行自治体研究杜 ホームページ httpJ/www.jichiken.jp/
郵届也按 nm 'Jn r:; lA SlSlI;7r r.ð>司 t右上銀行0一九!芹(当座)0148857]/中央労金田町支店(普) 1990204 

定価 990 円(10%税制

目デジタ Jレ改革関連法の成立により、住民の個人情報は“利活用"する方向が示され、個人情報保護条例

は国の法律に合わせて「改正J を強いられ、その監督権限も国に一元化される方向へと動きだした。本書

では、地方自治の視点から、デジタ Jレ改革関連法における個人情報保護法制の内容を検証するとともに、

住民の権利と団体自治を守るための自治体の課題や条例の論点を具体的に考える。

定
価
五
九
一
円 伊藤周平著

TEL03-3235-5941 FAX03-3235-5933 
電子メール info@jichiken.jp 

ISSN1343-6244 
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円
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の
購
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は
会
費
の
中
に
含
み
ま
#

デジタル化でどうなる個人情報

デジタル改革と
個人情報保護のゆくえ
r2000 個の条例リセット論j を問う
庄村勇人(名城糟法学鰐椴)・中村重美(世田制限労働組錦絵議長)箸

ニ
O
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二
年
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発
行
(
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一
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発
行
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別記第 1 号様式 支 出調 書

• 

代表者 経理責任者 起案者l

会派名 J国~j

多参 高橋善轡
< 日本共産党郡山市議団

区 分 事 由 費 目 金 額 小計

交通費
. 

旅費

1 調査研究費 自動車燃料費 資料作成費

調査委託費 振込料
.' 

会場費 講師謝金

出席者負担金・会費 交通費

2 研 修費 旅費 自動車燃料費

資料作成費 食糧費

振込料

会場費 交通費

自動車燃料費 資料作成費

3 広 円報 費 市議会だより発行 広報誌(紙) 2~4， OOO 報告書等印刷費 408, 375 
送料(折込料含む) 144, 375 掲ウ載ェ代ブページ

茶菓子代 振込料
、、 / 

会場費 交通費

4 広 聴 費 自動車燃料費 、 資料作成費

茶菓子代 振込料

交通費 旅費

要請 自動車燃料費 資料作成費5 陳情活動費
振込料

会場費 交通費

6 会 議 費 自動車燃料費 資料作成費

振込料
, 

印刷製本費 翻訳料，
7 資料作成費

筆耕料 振込料

法規追録代 参考図書代

8 資料購入費 新聞(日刊紙)
雑誌等購読料

購読料

有料データベース
振込粋等利用料

賃金 社会保険料等
9 人 件 費

振込料「

備品購入費 事リ務ー機ス器代等 、

10 事務所費 消耗品等事務費 印刷代

振込料 配送手数料

通信運搬
電話料等(按分) 郵便料等

11 自動車燃料費 自(動按分車燃)料費 その他

支出年月‘日 2022年3月 28 日
現金出納簿

30 合計 408, 375 支出番号

• 



別記第 2 号様式
'" 

支出明細書兼支出証明書

支出番号，ヲρ

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

広報誌(紙)

支出費目を記入

t 

¥ 

支出目的 -幅四一ー--一一一一--ω一-_.ー・……一一一平白司句哨・・・一---.. ーー--・一一助事ー'一暢自由由ーや一一一一一時ー一一自由一一句ー"一切町一一向伺ω四舗即日明・一一一m一一一-_.，一同町一一一ームー一一掴__t..._ー・_._-一 一一-_.・-

「市議会だより J 作成
(支出事由〕 …一一一一一一一一…一一一一一一一一…"一一一一“………・

, 

3 月定例会報告の作製費
一一一一・-_.・-…・一一一一一一一一一一一……一一一一

内 容
一一一一 ………… , …….一……一一.-……"……一…舗一一……….“一….一一m一.一一一一一…一一一伽飢…………一一.._..，..一一.叩._..，..…一一-~→……一守申……….……一………町…一一一一一一一一一一……………一“ω山…~一一…吋一一.-吋一一"吋一一守一一一一"……………一.-山……_.…….…一m一.………………伽山………….“一…….一一…m一…凶…"嶋一._.-

、

支出、年月日 支 出 先 支出金額

2022年
有限会社郡山共同印刷 264， 000 円

3月 28 日
、、

上記のとおり支出します。

高橋善治獲)
F 

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

議員氏名

※複数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。、

※欄内に貼付できない場合は、別記第 11 号様式「領収書等整理票J に貼付してください。
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有すマボ宇?
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本英走主党第山市左桑田様登録番号

|111410 ;-j3Iz1J 
3 月コ0 .2. .2.年

イ旦

一
一
一
一
回
一
一
併

税率

. 

• 
, 1. 

書求主
円

コ
コ
n
H No. 日

様

3 月之4

日本集車苦手都心命諮問
下記のとおり御請求申し上げます

~ユ年

心
. 

• 
4 

5 

6 

�.. 
口

7 

。

コクヨ ウ・333

※複数の領収書等を貼る場合I手、・重ならないように貼付してください。

、

，
、



広報誌全体と対象外面積で按分する。

広報誌全体面積1 

IId--i 207, 044 

IDIfi 
2 
mm 

面=

。

2 mmX 

m皿=

皿皿=

382 

。

mmX 

mmX 

mmX 

271 

。

IDIfi 

un 

d
d

一
2
m

mm= 

mm= 

mm= 

mmX 

mmX 

mmX 

対象外面積

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

2 

。計

按分割合

II -;- "1 

3 • 
%. = 0 円・・・温

( 1 円以下切り上げ)

。

% 。

対象外按分率

対象外按分率

ﾗ 円

100 

対象経費算出

支出額 Aι タpσ。

ﾗ 

4 

円At ~ニ吃ηy=対象経費III 円J 6.SC�7JlJ 支出額

• 
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3

月
議
会

報
告する蘭鵬にしと地元ら市民のく

),,71 
ルt\.Wl

新
年
度
の
郡
山
市
政
運
営
方
針
と
そ
れ
を
執
行
す
る
た
め
の
予
算
案
等
を
審

議
す
る
3

月
定
例
市
議
会
が2
月
げ
白
か
ら
3

月
行
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

晶
川
市
長
は
回
議
案
を
提
出
し
ま
し
定
が
、
共
産
同
兄
市
議
団
は
そ
の
う
ち
当
初

予
算
案
を
は
じ
め
4

議
案
巴
反
対
を
表
明
し
、
最
終
日
の
採
決
時
巴
高
橋
善
治

‘
市
議
が
討
論
を
行
い
ま
し
た
。3
月
定
例
会
は
代
表
質
問
巴
高
橋
善
治
市
議
、

市
政
一
般
質
問
広
岡
田
哲
夫
市
議
が
登
壇
、
市
民
要
求
の
実
現
と
市
政
運
営
上

の
問
題
点
を
指
摘
し
そ
の
是
正
を
求
め
ま
し
走
。

市不

時
増昏
ft 盟
認堂
め省

主文
京雪
崩望
鰻lìt
議|菌

室|荏
選|せ行対| 。

郡
山
市
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
総
合
体
育
館
、
開
成
山
野
球
場
、

陸
上
競
技
場
な
ど
の
改
修
と
そ
の
後
日
年
間
の
維
持
、
管
理
、
運
営
を
一
体
的
に

民
間
企
業
体
に
任
せ
る
と
す
る
提
案
(
予
算
総
額10
5

億
円
)
と
条
例
「
改

正
」
提
案
が
あ
り
、
共
産
党
市
議
団
は
、
代
表
質
問
吃
問
題
点
を
追
求

m
是
E
を

求
め
ま
し
た
が
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
採
決
に
あ
た
り
反
対
し
ま
し
た
。

①
な
ぜ
、
民
間
に
資
金
調
達
も
含
め
す
べ
て
を
任
せ
る
の
が
よ
い
の
か
の
公
式

説
明
は
市
議
会
終
了
後
の3
月
下
旬
に
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
議
案
は
一
度
撤
回
し

次
回
に
提
案
す
べ
き
。
‘

②
開
成
山
周
辺
の
市
設
駐
車
場
は
す
べ
て
有
料
化
す
る
方
針
が
こ
の
事
業
に
参

加
意
欲
の
あ
る
事
業
者
む
け
文
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
市
民
・
市
議
会
に
は

説
明
も
何
も
な
い
。

③
こ
の
事
業
は
大
手
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
会
社
や
大
規
模
施
設
改
修
に
長
げ
た

ゼ
ネ
コ
ン
が
受
注
す
る
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
地
元
企
業
や
団
体
を
共
同

J

事
業
体
の
一
員
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
保
証
は
何
も

な
く
、
「
期
待
す
る
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

-
党
市
議
固
め
代
表
質
問
・
一
般
質
閉
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
拡
充

開成山スポーツ施設の改修などを民間に任

せる手法は市役所などでは通常PFI事業と呼ぼ

れています。民間資金と能力を生かし、公共

施設の建設、改修、維持、管理運営を行う手・

法のことでイギリス発生。

国が推奨しているため、民間に任せること

を目的に、民間の参入意向、民間の採算が合

う事業かどうかなど可能性を探る調査を民間

に委託することに。そのうえ、民間と契約す

るための助言をコンサルタント会社から得る

ための契約を結ぶなどみんな民間任せ。まさ

に民間主導のiP (民間) F (資金) 1 (イニ
シアチプ)事業です。

J 8-1-fYしu1..

-
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
的
確
な
情
報
提
供
を

(
高
橋
市
議
)

【
質
問
】3
回
目
接
種
の
種
類
と
新
た
に
始
ま
る
年

少
者
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
疑
問
や
不
安
へ

的
確
な
情
報
と
相
談
体
制
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

だ
が
対
貯
を
問
う
。

【
答
弁
】
交
互
接
種
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
、

相
談
に
は
保
健
師
が
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

5

歳
か
ら
日
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
の
上
接
種
す
る
よ
う
案
内
じ
て
い
る
。

室ぷ宗再放喜 352放|運放
名校ぅ況不課に、かす課|営課
せ用こで安後逆放わ。後|の後
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職
員
み
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カ
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-
p
C
R
検
査
の
抜
本
的
拡
充
を
(
岡
田
市
議
)

【
質
問
】
郡
山
市
は
新
規
感
染
者
数
が
高
止
ま
り

の
ま
ま
、
無
症
状
感
染
者
か
ら
の
感
染
の
割
合
が

高
く
、
P
C
R

検
査
の
抜
本
拡
充
な
ど
大
胆
な
政

策
が
必
要
で
は
な
い
か
?

【
答
弁
】
大
胆
な
政
策
と
し
て
は
、
県
と
し
て
無

料
の
P
C
R

検
査
・
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ド
に
よ

る
検
査
が
市
内
却
か
所
の
薬
局
な
ど
で
、
ま
た
、

郡
山
市
と
し
て
は
市
内
1
2
0

の
医
療
機
関
で
医

師
の
判
断
で
保
険
診
療
に
よ
る
P
C
R

検
査
を
実

施
し
て
い
る
。
合
計
で
郡
山
市
管
内
で
2

月
は
2

2
、

8
4
2

件
の
P
C
R

検
査
を
実
施
し
た
。

*
そ
の
後
、
郡
山
市
は

3

月
比
日
(
月
)
、
幼
稚

園
や
保
育
施
設
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学

校
な
ど
へ
の
P
C
R

検
査
を
強
化
す
る
と
発
表
し

た
。
新
規
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
感
染

状
況
に
応
じ
て
施
設
や
学
校
全
体
に
検
査
対
象
を

広
げ
る
。
期
間
は
お
日
ま
で
。

-
売
り
上
げ
減
少
の
事
業
者
へ
鎗
付
金
事
業
纏
続
を

【
質
問
】
新
年
に
な
っ
て
、
感
染
が
急
拡
大
し
て
い

る
。
郡
山
市
独
自
の
売
り
上
げ
減
少
事
業
者
へ
の
給

付
金
制
度
を
継
続
実
施
す
べ
き
だ
。

【
答
弁
】3
月
ま
で
は
国
や
県
が
実
施
し
て
い
る
。

4

月
以
降
は
感
染
状
況
や
国
・
県
の
動
向
を
見
て
判

断
す
る
。

A
V

巧
ご
i
v

i
a
F

泊
脚

"
事
混
と
，
善
則

「
腕
臨
園
川
一
一
宿
州

d
g

司

d
・
司
高
官

‘
B
広
被
践
側

園
瑠
渦
ゆ
池
2

悶

，
許
可
‘
岡
町
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(2) 

学
校
給
食
助
成
は
今
後
も
纏
績
を

【
質
問
】
給
食
費
の
半
額
助
成
は
こ
れ
ま
で
同
様
2

学
期
以
降
も
継
続
を
す
べ
き
。

【
答
弁
】
2
学
期
以
降
は
経
済
動

向
、
国
の
財
政
支
援
や
家
庭
の
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
2
学
期
以
降
予
定
し
て

い
る
牛
乳
費
相
当
額
の
助
成
は
コ

ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
今
後
も
継
，
続

す
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
ど
う

カ

【
答
弁
】
来
年
度
以
降
に
つ
い
で

は
財
政
状
況
を
踏
ま
い
え
総
合
的
に

検
討
す
る
。

一
会
計
年
度
佳
用
職
員A非
韮
規
聡
員
習

の
待
遇
改
善
、
正
規
膿
翼
携
を
‘
:

【
質
問
】
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
全
国
調
査
で
は

年
収
2
5
0
万
円
未
満
が
河
%
、
回
%
が
2
0
0
万

円
未
満
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
言
わ
れ
て
い
る
。
郡

れ
市
の
状
況
は
0
・

・
・
h
弁
M
2
0
2
0
年
度
実
績
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
会

一
計
年
度
任
用
職
員
ω
人
の
う
ち
2
4
9
1
2
U
0
万

一
円
が
行
人
で
邸
%
、
2
0
0
万
円
未
満
は
い
な
い
巾

一
却
時
間
勤
務
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
7
5
1
人
中
、

一
2
4
9
1
2
0
0
万
円
は
4
2
4
人
で
町
%
、
2
0

一
0
万
円
未
満
は
2
5
7
人
で
鈍
%
で
あ
る
。
会
計
年

一
度
任
用
職
員
は
、
主
に
定
型
的
・
補
助
的
な
業
務
を

一
担
い
、
そ
の
職
務
内
容
と
責
任
の
程
度
が
正
規
職
、
員

一
と
は
異
な
る
。
正
規
職
員
の
初
任
給
を
基
本
と
し
た

一
本
市
の
給
与
水
準
は
、
職
務
内
容
に
見
合
う
適
正
な

一
、
も
の
。

一
【
質
問
】
郡
山
市
職
員
労
働
組
合
が
行
っ
た
ア
ン

一
ケ
!
ト
で
正
規
職
員
の
一
番
の
要
求
は
「
入
手
が
足

一
り
な
い
」
「
人
員
を
増
や
す
」
で
あ
り
、
正
規
職
員

一
を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

一
【
答
弁
】
「
最
少
経
費
・
最
大
効
果
原
則
」
を
踏
ま

一
え
、
民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
な
ど
に

一
よ
り
、
能
率
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

一
‘
，
め
叩
年
間
、
郡
山
市
の
生
産
年
齢
人
口
は
大
き
く

一a
掴
少
し
て
い
る
が
)
市
の
正
規
市
職
員
数
は
こ
の
間

加
入
し
か
減
少
し
て
い
な
い
。
民
間
雇
用
の
影
響
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

a 市議室主だより2022年 3 月

【
質
問
P
2
M
U
2
3
年
4
月
か
ら
学
校
司
書
が
市
職

員
化
さ
れ
る
時
に
、
給
料
は
半
減
、
勤
務
も
短
時
間

と
な
る
と
い
う
説
明
を
、
各
学
校
で
校
長
が
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
な
の
か
?

【
答
弁
】
令
和
4
年
度
に
市
雇
用
の
学
校
司
書
2
名

を
採
用
し
、
そ
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
令
和
5
年
度
の

採
用
人
数
や
予
算
額
な
ど
は
検
討
し
て
い
く
。
な

お
、
新
規
雇
用
者
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
郡
山
市
図

書
館
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
事
務
職
の
給
与
を
も

と
に
、
勤
務
内
容
に
つ
い
て
は
現
在
P
T
A
が
雇
用

し
て
い
る
同
規
模
の
小
学
校
を
参
考
に
一
日5
時
間

日
分
、
週
2
日
の
2
校
勤
務
、
学
期
ご
と
の
任
用
と

し
た
(
週
店
時
間
勤
務
、
1
か
月
1
0
2
、
1
9
3

円
)
。 学

校
司
書
の
処
遇
を
改
悪
す
る
な

デ
ジ
タ
ル
推
進
が
万
能
で
は
な
い

【
質
問
】
総
務
省
の
「
研
究
会
」
の
論
議
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
っ
て
「
職
員
の

半
減
」
や
「
窓
口
の
廃
止
」
な
ど
の
論
議
も
行

わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
本
市
で
「
行
政
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に

よ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ス
」
な
左
を
進
め
る
う
え

で
、
ア
ナ
ロ
グ
な
対
応
を
求
め
る
市
民
の
声
に

は
ど
う
応
え
る
の
か
。

【
答
弁
】
2
0
2
1
年
ロ
月
の
政
府
方
針
で
は

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ

ジ
タ
ル
化
」
を
目
指
す
と
さ
れ
た
。
市
役
所
の

業
務
に
は
、
・
「
対
面
的
な
サ
ー
ビ
ス
」
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
あ
り
、
こ
の
対
面
の
時
間
を
生

み
出
す
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
市
役
所
の
内
部
事
務
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
、
ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
、
・
対
面
で
話
を
す
る
時
に
、
←

必
要
な
情
報
を
素
早
く
提
供
で
き
市
民
要
望
に

応
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
位
置
付
け
で
、

D
X

市
役
所
を
目
指
し
て
い
る
。

【
質
問
】
今
後
、
住
民
の
個
人
情
報
が
国
に
集

約
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
デ
l

タ
と
し
て
民
間
企
業

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
方
.
向
性
が
決
定
し

て
い
る
。
現
在
、
地
方
自
治
体
が
制
定
し
て
い

る
個
人
情
報
保
護
条
例
よ
り
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ト

保
護
の
観
点
は
後
退
す
る
と
指
摘
も
必
で
担
り

問
題
で
は
な
い
か
。
、
.

【
答
弁
】
国
は
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
あ
た
っ

て
、
個
人
情
報
保
護
制
度
を
見
直
し
、
固
と
民

間
に
・
つ
い
て
は
本
年
4
月
か
ら
ト
地
方
自
治
体

に
つ
い
て
は
2
0
2
3
年
春
に
施
行
、
て
る
予
定
で

あ
る
。
本
~
市
叫
と
し
て
は
今
年
春
公
布
予
定
の
政

令
や
規
則
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
確
認
・
精
査

し
、
市
民
の
個
人
情
報
が
適
切
に
保
護
さ
れ
る

よ
う
対
応
に
努
め
る
。

-
低
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

【
質
問
】
平
成
初
年
度
で
は
リ

サ
イ
ク
ル
率
9
.
8
%
と
中
核

市
の
中
で
4
番
目
の
低
さ
だ

が
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
中
核
市
平
均
が
目
、

1
%
で
あ
り
半
分
程
度
。
年
々

低
下
傾
向
に
あ
る
。
家
庭
系
ご

み
に
は
日
%
、
事
業
系
ご
み
に

は
回
%
資
源
物
が
含
ま
れ
て
い

た
1

分
別
の
徹
底
を
さ
ら
に
呼

び
掛
け
て
い
く
。
.
、

-
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
ど
う
進

め
る
か

【
質
問
】
燃
や
し
て
よ
い
ご
み
と
し
て
き
た
玩
具

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
資
源
物
と
し
て
回
収
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
ど
う
対
処
す
る
の

4
N
 【

答
弁
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
は
必
要
と

は
認
識
し
て
い
る
が
収
集
や
分
別
の
方
法
な
ど
多

角
的
な
検
討
が
必
要
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
ス
プ
ー

ン
や
フ
ォ
ー
ク
な
ど
使
い
捨
て
プ
ラ
製
品
を
辞
退

す
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
。

l ロシアによるウクライナ侵略に断固抗議する決議 l
郡山市議会は 3 月 4 日の本会議で全会派賛同、全会一致で

採択じ、ロシアに抗議しました。これと軌をーにして市役所

にはウクライナ支援の募金箱も設置されました。

共産党市議団はロシアへの抗議決議を郡山市議会として採

択するように議長に要請するとともに街頭からロシアへの抗

議とウクラゲデ国民への連帯支援を呼びかけました。また、

この機に乗巴て核兵器の共有や憲法 9 条を変質させ、我が国

を「戦争をする国J に変えようとする動きを批判し、憲法 9

条を生かした外交と核兵器禁止条約への参加こそ日本が進む

べき道だと訴えました。

共産党市議団が採択を求め賛成討論を行った 3 つの請願
選択的夫婦別姓制度につい 保守系会派が反対し、賛成少数で不採択。共産党市議団は、選択的夫婦別姓制度は民
ての論議を求める意見書を 法を改正してすぐに実施すべきとの立場を表明。そのうえで、一請願はこの制度への賛
提出することを求める請願 同を求めているのではなく国会で論議することを求めているものであり当然採択すべき。

アルプス処理水の海洋放出 保守系会派、公明党が反対し賛成少数で不採択。アルプス処理水の安全性に疑義があ
設備に関する事前了解願に ること、海洋放出以外にも選択肢があること、放射能汚染による実害と風評被害克服
かかる意見書を福島県に提 に懸命の努力がはらわれていることを無視して、漁業者をの約束を破り海洋放出に突
出する請願 き進む政府、東電に内堀知事は毅然とした対応をすべき。

保険調剤薬局への無料低額 保守系会派と公明党出反対し、 賛成少数で不採択。 低所得者やD正、Vし被す調く害剤はる者薬無こな料局とどでにを医政治は療療適府費を用に診療事業に関する請願 支払いが困難な方がソーシヤノレワーカーと相談しながら、低額も
受けられる制度を郡山市内でも 6病院が選択しています。しかし
されないたでめす医療か費は無料でも薬で代す。は軽減されません。 これを是
求める請願 ら採択は当然
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別記第 2 号様式

支出明細書兼支出証明書

支出番号 3-0

区 分 ※該当する区分にO印 費 目 名

送料 t折込料含む)

支出費目を記入

、、

支出目的 …一一一一一一一…一一一一一………._--_.・....・....-・-回一……ー・・・……"…………一一一…・一一一-…一一一一………・_.-…・.-.一一一...，一一

(支出事由)
「市議会だより」の新聞折込費用

2022 年 3 月 27 日朝刊ぺ折込

内 谷，τ."，. 
J 

一一一一一……一一一.__..__._.…ー……一一一一一一一一一…一一一一一一……一"一一一一一一一一一一一一一

支出年月日 支，出 先

2022年
有限会社 郡山共同印刷

3月 28 日

上記のとおり支出します。

領収書及び料金内訳明細書等貼付欄

別紙

, 

議員氏名

※複'数の領収書等を貼る場合は、重ならないように貼付してください。

支出金額

144, -375 円

高橋善治禽

医ニ
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重主
巨ヨ求主

円
コ
コ
』H
H No. 日3 月之4

日本443主室長都心合格問
下記のとおり御請求申し上げます

名

之~ユ年

Q 

• 
A 

5 

6 

Aｭ
ロ

7 

。

コクヨ ウ・333

※複数の領収書等を貼る場合ほ~童手立らないように貼付してください。



広報誌全体と対象外面積で按分する。

1 広報誌全体面積

271 凹X 382 mmX 2 面= 207, 044 InIfi" " ," i 

2 対象外面積

① o mmX o .mm= 。 m皿2 

② mmX mm= E11 

③ mmX mm= mm 2 

④ mmX mm= nu� 

⑤ m皿× mm= nnfi 

計 。 Ela- ・・註

• 3 按分割合

n . l ﾗ 100 対象-外按分率 。 % 

4 対象経費算出

支出額 /μに.J7r 円 ﾗ 対象外按分率 0%0 円 "m

(1 円以下切り上げ)

支出額 /午 y-s7 .t 円一世=対象経費 円

• 



3

月
議
会

報
告しと地元:ら市民のく

新
年
度
の
郡
山
市
政
運
営
方
針
と
そ
れ
を
執
行
す
る
だ
め
の
予
算
案
等
を
審

議
す
る
3

月
定
例
市
議
会
が
2

月
行
白
か
ら
3

月
行
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
だ
。

ロ
田
川
市
長
は
印
議
案
を
提
出
し
ま
し
尼
が
、
共
産
党
市
議
団
は
そ
の
う
ち
当
初

予
算
案
を
は
じ
め
4

議
案
巴
反
対
を
表
明
し
、
最
終
日
の
採
決
時
巴
高
橋
善
治

司
市
議
ガ
討
論
を
行
い
ま
し
定0
.
3月
定
例
会
は
代
表
質
問
区
高
橋
善
治
市
議
、

市
政
一
般
質
問
巴
岡
田
哲
夫
市
議
が
登
壇
、
市
民
要
求
の
実
現
と
市
政
運
営
上

の
問
題
点
を
指
摘
し
そ
の
是
正
を
求
め
ま
し
定
。

不
透
明
な
行
き
過
ぎ
た
民
間
任
せ
。

市
民
負
担
増
は
認
め
ら
れ
な
い
属
蜘
明
劃
劃
対

郡
山
市
の
代
表
的
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で
あ
る
総
合
体
育
館
、
開
成
山
野
球
場
、

陸
上
競
技
場
な
ど
の
改
修
と
そ
の
後
m
年
間
の
維
持
、
管
理
、
運
営
を
一
体
的
に

民
間
企
業
体
に
任
せ
る
と
す
る
提
案
(
予
算
総
額1
0
5

億
円
)
と
条
例
「
改

正
」
提
案
が
あ
り
、
共
産
党
市
議
団
は
、
代
表
質
眠
吃
問
題
点
を
追
求
ゃ
是
正
を

求
め
ま
し
た
が
応
じ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
採
決
に
あ
た
り
反
対
し
ま
し
た
。

①
な
ぜ
、
民
間
に
資
金
調
達
も
含
め
す
ば
て
を
任
せ
る
の
が
よ
い
の
か
の
公
式

説
明
は
市
議
会
終
了
後
の
3

月
下
旬
に
な
る
こ
と
か
ら
こ
の
議
案
は
一
度
内
撤
回
し

次
回
に
提
案
す
べ
き
。
‘

②
開
成
山
周
辺
の
市
設
駐
車
場
は
す
べ
て
有
料
化
す
る
方
針
が
こ
の
事
業
に
参

加
意
欲
の
あ
る
事
業
者
む
け
文
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
る
が
市
民
・
市
議
会
に
は

説
明
も
何
も
な
い
。

③
こ
の
事
業
は
大
手
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
会
社
や
大
規
模
施
設
改
修
に
長
げ
た

ゼ
ネ
コ
ン
が
受
注
す
る
可
能
性
が
高
い
。
少
な
く
と
も
地
元
企
業
や
団
体
を
共
同

事
業
体
の
一
員
と
し
て
参
加
で
き
る
よ
う
に
す
る
べ
き
だ
が
、
そ
の
保
証
は
何
も

な
く
、
「
期
待
す
る
」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

言学ぶ安局放喜;与を放|還放
わ校う況不課に、かす課|営:課
せ用こで安後逆放わ。役|の後

三貫主 E 盟諸都量|民児
供、なに低クる児済化ク|聞童
を学れ運賃ラも童的はラ!佳殺

す宇営基会 Z25 霊堂 ~Iせラ
育保こをな職認プの全利|をブ
て育で安か員めの軽体用|可、の

長更管手芸装兵賀勢突引能利
境込職るん時ま料努問新 I rこ用

諸民?52fiiflZ 量
れ吉遇間いの げらえら|条土;

お EE 左手主 導号デ空|例眼
ま暴 p せ。規 代い育げ|塑ど|
せ託なるこ雇-のるてさ I B-
ん誌る '一
日の
進 4、

2 信I!-孟25 ウ
-fEE 
むと E

主す
。

職
員
み
ん
な
が
カ

ユマ f
b・\.Wl

駐車場もみんな有料化。そのうち
甫鴛開駐車婚も有鮒防る気?開成山スポーツ施設の改修などを民間に任

せる手法は市役所などでは通常PFI事業と呼ば

れています。民間資金と能力を生かし、公共

施設の建設、改修、維持、管理運営を行う手・

法のことでイギリス発生。

国が推奨しているため、民間に任せること

を目的に、民間の参入意向、民間の採算が合

う事業かどうかなど可能性を探る調査を民間

に委託することに。そのうえ、民間と契約す

るための助言をコンサルタント会社から得る

ための契約を結ぶなどみんな民間任せ。まさ

に民間主導のrp (民間) F (資金) 1 (イニ

シアチプ)事業です。

党
市
議
団
の
代
表
質
問
・
一
般
質
問
の
要
旨
を
紹
介
し
ま
す

A
ト
h
v

ラ
ム
白

m出

…
議
拶h
F
E

u
p
h
臨
陣
国
司
川
偏
向
叩

&
d
覇
司

J
・
司
高
官

川
瀬
型
司
ロ
ナ
感
染
症
対
策
の
拡
充

-
p
C
R
検
査
の
抜
本
的
拡
充
を
(
岡
田
市
議
)

【
質
問
】
郡
山
市
は
新
規
感
染
者
数
が
高
止
ま
り

の
ま
ま
、
無
症
状
感
染
者
か
ら
の
感
染
の
割
合
が

高
く
、
P
C
R

検
査
の
抜
本
拡
充
な
ど
大
胆
な
政

策
が
必
要
で
は
な
い
か
?

【
答
弁
】
大
胆
な
政
策
と
し
て
は
、
県
と
し
て
無

料
の
P
C
R

検
査
・
抗
原
定
性
検
査
キ
ッ
ド
に
よ

る
検
査
が
市
内
却
か
所
の
薬
局
な
ど
で
、
ま
た
、

郡
山
市
と
し
て
は
市
内
1
2
0

の
医
療
機
関
で
医

師
の
判
断
で
保
険
診
療
に
よ
る
P
C
R

検
査
を
実

施
し
て
い
る
。
合
計
で
郡
山
市
管
内
で
2

月
は
2

2
、

8
4
2

件
の
P
C
R

検
査
を
実
施
し
た
。

*
そ
の
後
、
郡
山
市
は
3

月
比
日
(
月
)
、
幼
稚

園
や
保
育
施
設
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
小
中
学

校
な
ど
へ
の
P
C
R

検
査
を
強
化
す
る
と
発
表
し

た
。
新
規
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
場
合
、
感
染

状
況
に
応
じ
て
施
設
や
学
校
全
体
に
検
査
対
象
を

広
げ
る
。
期
間
は
お
日
ま
で
。

容
。
…
…

‘
周
冨

-
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
的
確
な
情
報
提
供
を

(
高
橋
市
議
)

【
質
問
】3
回
目
接
種
の
種
類
左
新
た
に
始
ま
る
年

少
者
に
対
す
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
へ
の
疑
問
や
不
安
へ

的
確
な
情
報
と
相
談
体
制
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要

だ
が
対
応
を
問
う
。

【
答
弁
】
交
互
接
種
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
、

相
談
に
は
保
健
師
が
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
る
。

5

歳
か
ら
口
歳
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
は
か
か
り
つ
け

医
に
相
談
の
上
接
種
す
る
よ
う
案
内
じ
て
い
る
。

l- 市議会だより l
No.146 2.022 年 3 月号
日本共産党郡山市議団

-
売
り
上
げ
濠
少
の
事
業
者
へ
給
付
金
事
業
継
続
を

【
質
問
〕
新
年
に
な
っ
て
、
感
染
が
急
拡
大
し
て
い

る
。
郡
山
市
独
自
の
売
り
上
げ
減
少
事
業
者
へ
の
給

付
金
制
度
を
継
続
実
施
す
べ
き
だ
。

【
答
弁
】
3

月
ま
で
は
国
や
県
が
実
施
し
て
い
る
。

4

月
以
降
は
感
染
状
況
や
園
・
県
の
動
向
を
見
て
判

断
す
る
。

J 8"よ仇帆



(2) 

学
一
校
給
食
助
成
は
今
後
也
鍾
精
を

【
質
問
】
給
食
費
の
半
額
助
成
は
こ
れ
ま
で
同
様
2

学
期
以
降
も
継
続
を
す
べ
き
。

【
答
弁
】
2
学
期
以
降
は
経
済
動

向
、
国
の
財
政
支
援
や
家
庭
の
状

況
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

【
質
問
】
2
学
期
以
降
予
定
し
て

い
る
牛
乳
費
相
当
額
の
助
成
ほ
コ

ロ
ナ
と
は
関
係
な
く
今
後
も
継
続

す
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
ど
う

泊

【
答
弁
】
来
年
度
以
降
に
つ
い
で

は
財
政
状
況
を
踏
ま
い
え
総
合
的
に

検
討
す
る
。

ITJ Ii'軍It~，-酔ツ

一
&
寄
毎
度
経
周
職
員
霧
車
襲
撃

閣
時
岡
崎
瞳
い
哩
峨
峨
晴
崎
直

l「

【
質
問
】
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
全
国
調
査
で
は

年
収
2
5
0
万
円
未
満
が
叩
%
、
印
%
が
2
0
0
万

円
未
満
の
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
と
言
わ
れ
て
い
る
。
郡

』
市
の
状
況
は
?

-
曹
弁
】
2
0
2
0
年
度
実
績
で
、
フ
ル
タ
イ
ム
会

司
翠
度
任
用
職
員
卯
人
の
う
ち
2
4
9
1
2
σ
o
万

円
が
何
人
で
部
%
、
2
0
0
万
円
未
満
は
い
な
い
巾

却
時
間
勤
務
の
パ
ー
ト
タ
イ
ム
職
員
7
5
1
人
中
、

2
4
9
1
2
0
0
万
四
は
4
2
4
人
で
貯
%
、
2
0

0
万
何
朱
満
は
2
5
7
人
で
但
%
で
あ
る
。
会
計
年

度
任
用
職
員
は
、
主
に
定
型
的
・
補
助
的
な
業
務
を

担
い
、
そ
の
職
務
内
容
と
責
任
の
程
度
が
正
規
臓
員

と
は
・
漫
な
る
。
正
規
職
員
の
初
任
給
を
基
本
と

L
た

本
市
的
給
与
水
準
は
、
職
務
内
容
に
見
合
う
適
正
な

も
の
。
.

【
質
問
凶
郡
山
市
職
員
労
働
組
合
が
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
で
正
規
職
員
の
一
番
の
要
求
は
「
入
手
が
足

り
な
い
」
「
人
員
を
増
や
す
」
で
あ
り
、
正
規
職
員

を
増
や
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
.
な
い
か
。

【
答
弁
】
「
最
少
経
費
・
最
大
効
果
原
則
」
を
踏
ま

え
、
民
間
委
託
、
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
なE
に

よ
り
、
能
率
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

i
b
m
年
問
、
郡
山
市
の
生
産
年
齢
人
口
は
大
き
く

.
，
し
て
い
る
が
、
・
市
の
正
規
市
職
員
数
は
こ
の
間

加
入
し
か
減
少
L
て
い
な
い
。
民
間
雇
用
の
影
響
も

考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

…
一

ー
ι
司
ι
ω
ι
ι
ι
ι
ι
7
ι

山
一
一

【
質
問
】
・
包
0
2
3
年
4
月
か
ら
学
校
司
書
が
市
職

員
化
さ
れ
る
時
に
、
給
料
は
半
減
、
勤
務
も
短
時
間

と
な
る
と
い
う
説
明
を
、
各
学
校
で
校
長
が
行
っ
て

い
る
が
、
こ
れ
は
事
実
な
の
か
?
・

【
答
弁
】
令
和
4
年
度
に
市
雇
用
の
学
校
司
書
2
名

を
採
用
し
、
そ
の
状
況
を
ふ
ま
え
、
令
和
5
年
度
の

採
用
人
数
や
予
算
額
な
ど
は
検
討
し
て
い
く
。
な

お
、
新
規
雇
用
者
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
郡
山
市
図

書
館
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の
事
務
職
の
給
与
を
も

と
に
、
勤
務
内
容
に
つ
い
て
は
現
在
P
T
A

が
雇
用

し
て
い
る
同
規
模
の
小
学
校
を
参
考
に
一
日
町
時
間

四
分
、
週
2
日
の
2
校
勤
務
、
学
期
ご
と
の
任
用
と

し
た
(
週
お
時
間
勤
務
、
1
か
月
1
0
2
、
1
9
3

円
)
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
が
万
能
で
は
な
い

【
質
問
】
総
務
省
の
「
研
究
会
」
の
論
議
で

は
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
に
伴
っ
て
「
職
員
の

半
減
」
や
「
窓
口
の
廃
止
」
な
ど
の
論
議
も
行

わ
れ
て
い
る
が
、
例
え
ば
本
市
で
「
行
政
手
続

き
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
化
に

よ
る
カ
ウ
ン
タ
ー
レ
ス
」
な
・
ど
を
進
め
る
う
え

で
、
ア
ナ
ロ
グ
な
対
応
を
求
め
る
市
民
の
芦
に

は
ど
う
応
え
る
の
か
。

【
答
弁
】
2
0
2
1
年
ロ
月
の
政
府
方
針
で
は

「
誰
一
人
取
り
残
さ
れ
な
い
、
人
に
優
し
い
デ

ジ
タ
ル
化
」
を
目
指
す
と
さ
れ
た
。
市
役
所
の

業
務
に
は
、
・
「
対
面
的
な
サ
ー
ビ
ス
」
が
ど
う

し
て
も
必
要
で
あ
り
、
こ
の
対
面
の
時
間
を
生
，

み
出
す
た
め
に
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
必
要
だ
と
考

え
て
い
る
。
市
役
所
の
内
部
事
務
を
デ
ジ
タ
ル

化
し
て
A

ク
イ
ッ
ク
レ
ス
ポ
ン
ス
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
は
λ
対
面
で
話
を
す
る
時
に
、

必
要
な
情
報
を
素
早
く
提
供
で
き
市
民
要
望
に

応
え
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
位
置
付
け
で
、

D
X

市
役
所
を
目
指
し
て
い
る
。

【
質
問
】
今
後
、
住
民
の
個
人
情
報
が
国
に
集

約
さ
れ
、
オ
ー
プ
ン
デ
!
タ
と
し
て
民
間
企
業

も
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
方
向
性
が
決
定
し

て
い
る
。
現
在
、
地
方
自
治
体
が
制
定
し
て
い

る
個
人
情
報
保
護
条
例
よ
り
も
プ
ラ
イ
バ
シ
ト

保
護
の
観
点
は
後
退
オ
る
と
指
摘
も
杯
で
私
り

問
題
で
は
な
い
か
。
'

【
答
弁
】
国
は
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
に
あ
た
っ

て
、
個
人
情
報
保
護
制
度
を
見
直
し
、
国
と
民

間
に
.
つ
い
て
は
本
年
4
月
か
み
地
方
自
治
体

に
つ
い
て
は
2
0
2
3
年
春
に
施
行
す
石
予
定
で

あ
る
。
一
本
市
を
し
て
は
今
年
春
公
布
予
定
の
政

令
や
規
則
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
ど
確
認
・
精
査

し
、
市
民
の
個
人
情
報
が
適
切
に
保
護
さ
れ
る

よ
う
対
応
に
努
め
る
。

-
低
い
リ
サ
イ
ク
ル
率

【
質
問
】
平
成
初
年
度
で
は
リ

サ
イ
ク
ル
率
9
.
8
%
と
中
核

市
の
中
で
4
番
目
の
低
さ
だ

が
ど
う
対
処
す
る
の
か
。

【
答
弁
】
中
核
市
平
均
が
四
、

1
%
で
あ
り
半
分
程
度
。
年
々

低
下
傾
向
に
あ
る
。
家
庭
系
ご

み
に
は
店
%
、
事
業
系
ご
み
に

は
位
%
資
源
物
が
含
ま
れ
て
い

た
v

分
別
の
徹
底
を
さ
ら
に
呼

び
掛
け
て
い
く
。
.
‘

-
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収
を
ど
う
進

め
る
か

【
質
問
】
燃
や
し
て
よ
い
ご
み
と
し
て
き
た
玩
具

な
ど
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
も
資
源
物
左
し
て
回
収
す

る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
♂
う
対
処
す
る
の

4
N
 【

答
弁
】
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
再
資
源
化
は
必
要
と

は
認
識
し
て
い
る
が
収
集
や
分
別
の
方
法
な
ど
多

角
的
な
検
討
が
必
要
。
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
の
ス
プ
ー

ン
や
フ
定
!
ク
な
ど
使
い
捨
て
プ
ラ
製
品
を
辞
退

す
る
よ
う
啓
発
し
て
い
く
。

lbーたおうクライナ侵略に断固抗議する決議 I
i._，鶴、

. 

" 

郡山市議会は 3 月 4 日の本会議で全会派賛同、全会一致で

-採択じ、ロシアに抗議しました。これと軌をーにして市役所

にはウクライナ支援の募金箱も設置されま Lた。

共産党市議団はロシアへの抗議決議を郡山市議会として採

択するように欝長に要請するとともに街頭からロシアへの抗

議とワクライテ国民への連帯支援を呼びかけました。また、

との機に乗じて核兵器の共有や憲法 9条を変質させ、我が国

-を「戦争をする国J に変えようとする動きを批判し、憲法 9

条を生かした外交と核射器禁止条約への参加こそ日本が進む
べき道だと訴えました。

共産党市議団が採択を求め賛成討議を行った 3 つの請願
選択的夫婦別姓制意度見につい 保守系会派が反対し実、施賛成す少べ数きで不採択。共産党市議団は、選、請択願的夫は婦こ別の姓制度は民
ての論議を求める 書を 法を改正してすぐに すべきとの立場を表明。そのうえで、 制度への賛
提出することを求める請願 同を求めているのではなぐ国会で論欝することを求めているものであり当然採択すべき。

アルプス処理水の海洋放出 保守系会派、公明党が反対し賛成少数でる不こ採と択、放。射アル能汚プ染ス処理水の安全性に疑義があ
設備に関する事前了解願に ること、海洋放出以外にも選択肢があ による実害と風評被害克に服突
かかる意見書在福島県に提 に懸命の努力がはらわれていることを無視して、漁業者との約束を破り梅洋放出
出する請願 き進む政府、東電に内堀知事は毅然とした対応をすべき。

保診密険事調業剤薬に関局すへるの請無願料低額 保求支受され払守けめ系なbるら、れ請会がい願派国るた灘制めでと公す度医な療方をか明郡党が費ら採が山はY反市択ー無対料内はシでで当ャしル然、もも薬費でヲ6 成病代すー.少院はカ軽数ーが選被でと相択不され採談Lま択てしせaいな低がまん.所すら。得、これ者低しや額かを是Dもし正、Vし被調すく害剤るは者無薬こな料局とどでにを医政治は療密適府費唱用をと
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